
は
じ
め
に

中
世
の
職
人
に
つ
い
て
は
、『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』（『
群
書
類
従
』
巻
五

（
１
）

〇
）
な
ど
が
、
絵
画
を
通
じ
て
そ
の
実
態
情
報
を
提
供
し
て
き
た
。

一
方
、
文
献
資
料
で
は
、
公
家
日
記
や
古
文
書
に
断
片
的
に
職
人
に
つ
い
て

（
２
）

書
か
れ
て
い
る
が
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
は
、
中
世
奈
良
の
職
人
に
つ

い
て
数
多
く
の
記
事
が
存
在
す
る
。

平
凡
社
『
奈
良
県
の
地
名
』
の
『
奈
良
町
』
の
項
で
は
、
奈
良
市
中
の
座
に

つ
い
て
ま
と
め
、
鉄
座
・
油
座
・
檜
物
師
座
・
火
鉢
座
・
番
匠
（
大
工
）
座
・

赤
土
器
座
・
白
土
器
座
・
塗
師
座
・
塩
座
・
猿
楽
座
・
田
楽
座
等
の
存
在
を
指

摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
の
職
人
記
事
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
体
系

的
に
ま
と
め
た
研
究
は
、
管
見
の
限
り
で
は
見
出
し
て
い
な
い
。
古
く
能
勢
朝

次
氏
が
『
能
楽
源
流
考
』（
岩
波
書
店
・
一
九
三
八
年
）
で
、
能
楽
師
（
猿
楽

師
）
に
つ
い
て
の
記
事
を
集
成
し
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
あ
ら
わ
れ
る
諸
職
人
に
つ

い
て
、
職
人
の
種
類
別
に
検
討
し
、
中
世
奈
良
に
お
け
る
諸
職
人
の
実
態
解
明

に
迫
り
た
い
。

本
論

各
種
の
職
人

以
下
に
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
の
職
人
に
関
す
る
記
事
を
考
察
す
る
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
正
月
に
大
乗
院
門
跡
に
参
賀
す
る
職
人
に
注
目
す
る
。
そ

の
後
管
見
の
大
工
・
塗
師
・
仏
師
・
絵
師
・
声
聞
師
・
河
原
者
・
田
楽
・
猿
楽

・
盲
僧
・
経
師
そ
の
他
油
座
衆
な
ど
各
種
商
工
業
者
の
座
衆
に
つ
い
て
と
り
あ

げ
て
い
き
た
い
。

正
月
参
賀
衆

毎
年
正
月
に
は
、
大
乗
院
門
跡
出
入
の
職
人
達
が
、
門
跡
の
許
に
参
賀
に
訪

れ
、
い
く
ば
く
か
の
祝
儀
品
を
も
ら
っ
て
い
る
。

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
見
る
中
世
奈
良
の
諸
職
人

森

田

恭

二

『大乗院寺社雑事記』に見る中世奈良の諸職人
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そ
こ
に
は
、
興
福
寺
・
春
日
社
・
門
跡
等
に
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
で
勤
仕
す
る

中
世
奈
良
の
職
人
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

彼
等
は
い
わ
ば
寺
社
に
付
属
す
る
専
門
技
術
者
で
あ
り
、
そ
の
職
能
と
技
術

が
代
々
受
け
継
が
れ
、
寺
社
を
背
景
に
資
材
や
道
具
も
調
達
で
き
た
と
考
え
ら

れ
る
。

た
と
え
ば
、
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
正
月
に
は
、

二
日
…
…
鍛
冶
大
工
、

三
日
…
…
塗
師
与
四
郎
、

四
日
…
…
檜
皮
大
工
・
権
大
工
、
大
工
小
法
太
郎
父
子
、

五
日
…
…
五
郎
三
郎
（
鍛
冶
大
工
カ
）、

八
日
…
…
寺
座
惣
大
工
左
衛
門
父
子
、

寛
正
七
年
（
一
四
六
六
）
正
月
に
は
、

四
日
…
…
檜
皮
師
一
臈
・
二
臈
・
三
臈
、
畳
指
大
工
、

文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
正
月
に
は
、

一
日
…
…
塗
師
与
四
郎

二
日
…
…
鍛
冶
大
工
、

四
日
…
…
大
工
左
衛
門
・
左
衛
門
次
郎
、
大
工
左
近
五
郎
、
畳
指
、

の
参
賀
記
事
が
あ
る
。

正
月
に
は
、
寺
座
惣
大
工
を
は
じ
め
と
す
る
大
工
、
鍛
冶
大
工
、
塗
師
、
畳

指
、
檜
皮
大
工
（
師
）
な
ど
の
職
人
が
門
跡
の
許
を
訪
れ
、
祝
儀
の
品
を
与
え

ら
れ
る
の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
工大

乗
院
で
は
建
築
工
事
に
携
わ
る
人
々
を
大
工
と
呼
ん
で
お
り
、
大
乗
院
邸

の
工
事
の
他
、
長
谷
寺
な
ど
の
大
和
国
内
寺
院
の
工
事
に
従
事
し
て
い
る
。

（
以
下
の
○
印
は
す
べ
て
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
本
文
）

○
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
十
月
二
十
八
日
条
に
、

小
門
立
柱
上
棟
致
其
沙
汰
了
、
大
工
・
権
大
工
中
エ
悉
皆
百
二
十
疋
下
行

了
、

と
あ
っ
て
、
大
工
・
権
大
工
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
年
始
に
は
、
大
乗
院
門

跡
に
参
賀
し
酒
や
壇
紙
を
も
ら
っ
て
い
る
。

○
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
十
二
月
十
八
日
条

鵲
地
蔵
堂
棟
上
、
大
工
小
法
太
郎
男
ニ
仰
付
了
、

○
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
三
月
二
十
六
日
条

奄
治
辰
巳
築
地
事
被
仰
付
之
間
、
上
茸
計
可
沙
汰
、
築
地
事
可
有
御
免
之

由
申
入
間
、
上
土
門
ノ
北
一
ス
分
、
右
築
地
ニ
可
上
茸
之
由
仰
了
、
仍
去

廿
四
日
代
物
弐
貫
文
進
上
、
則
大
工
小
法
太
郎
ニ
下
行
之
由
、
奉
行
弉
舜

申
入
之
、
次
吉
備
同
上
茸
計
仰
付
了
、
仍
代
物
一
ス
分
弐
貫
文
小
法
太
郎

ニ
下
行
仕
候
由
、
代
官
申
入
之
、
上
土
門
ノ
北
也
、
次
糸
井
衆
去
月
始
比

壱
貫
文
進
上
了
、

『大乗院寺社雑事記』に見る中世奈良の諸職人
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○
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
正
月
四
月
条

（
細
布
カ
）

大
工
小
法
太
郎
参
ス
、
越
前
サ
イ
ミ
一
反
給
之
、
同
子
金
付
筝
一
給
之

了
、

○
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
正
月
二
日
条

大
工
小
法
太
郎
紙
二
帖
、
同
左
近
五
郎
一
帖
、
筝
一
、
塗
師
与
四
郎
二

帖
、
酒
等
各
給
之
了
、

大
工
の
中
に
「
小
法
太
郎
」
の
一
団
が
存
在
し
た
。

康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
十
二
月
十
八
日
条
に
、

鵲
地
蔵
堂
棟
上
、
大
工
小
法
太
郎
男
仰
付
了
、

と
あ
り
、
鵲
地
蔵
堂
の
棟
上
は
大
工
小
法
太
郎
が
行
な
っ
て
い
る
。

康
正
三
年
三
月
の
大
乗
院
築
地
工
事
に
も
大
工
小
法
太
郎
が
従
事
し
て
い

る
。長

禄
元
年
（
一
四
五
七
）
十
一
月
に
は
、
長
谷
寺
権
大
工
の
欠
分
を
、
小
法

太
郎
が
所
望
し
て
い
る
。

寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
正
月
の
尋
尊
へ
の
参
賀
に
も
塗
師
与
四
郎
と
と
も

に
大
工
小
法
太
郎
が
い
る
。

○
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
十
一
月
二
十
三
日
条

就
長
谷
寺
権
大
工
ノ
事
、
先
年
安
位
寺
殿
ノ
御
代
、
住
持
院
ノ
又
次
郎
男

ニ
被
補
之
、
大
工
職
ヲ
ハ
左
衛
門
男
ニ
被
仰
付
之
、
然
而
又
次
郎
男
近
来

不
下
向
間
、
此
闕
分
ノ
事
小
法
太
郎
男
所
望
中
入
間
、
可
補
任
旨
昨
日
以

使
寛
円
彼
寺
ニ
仰
遣
之
、

○
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
十
二
月
四
日
条

長
谷
寺
権
大
工
事
、
可
為
又
次
郎
旨
仰
下
了
、

○
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
十
二
月
五
日
条

長
谷
寺
正
大
工
後
闕
事
、
小
法
太
郎
所
望
之
間
仰
付
之
了
、
今
度
権
大
工

事
、
就
十
市
雖
分
所
望
又
次
郎
以
応
永
之
御
補
任
今
度
下
向
之
間
、
大
工

ノ
後
闕
給
之
、
并
三
百
分
可
給
旨
仰
了
、

（
中
略
）

長
谷
寺
大
工
左
衛
門
召
上
了
、
此
間
権
大
工
職
事
、
左
衛
門
次
郎
不
及
申

入
、
為
彼
寺
仰
付
之
条
不
可
然
、
無
左
右
領
納
ス
ル
条
以
外
次
第
ナ
リ
、

一
向
左
衛
門
所
行
ナ
リ
、
所
詮
今
度
鳥
居
造
作
ノ
間
ハ
、
云
左
衛
門
父
子

云
手
者
、
不
可
下
向
旨
仰
了
、
奉
行
二
位
得
業
、

○
長
禄
二
年
（
一
四
五
七
）
十
二
月
八
日
条

長
谷
寺
大
鳥
居
今
日
立
之
、大
工
衛
門
本
寺
権
大
工
、権
大
工
又
次
郎
本
寺
正
大

工
、
予
千
疋
分
折
紙
以
堯
懃
遣
之
了
、

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
は
、
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
十
二
月
の
長
谷

寺
大
工
職
を
め
ぐ
る
争
論
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
当
時
の
大

『大乗院寺社雑事記』に見る中世奈良の諸職人
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工
職
の
あ
り
方
が
理
解
で
き
る
。

長
谷
寺
の
大
工
職
・
権
大
工
職
は
、
大
乗
院
門
跡
の
差
配
で
任
免
さ
れ
て
い

る
。こ

の
時
、
大
工
職
左
衛
門
が
解
任
せ
ら
れ
、
新
た
に
小
法
太
郎
（
藤
井
国

春
）
が
補
任
さ
れ
て
い
る
。『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
元
年
十
二
月
五
日

条
に
は
、
長
谷
寺
大
工
職
補
任
の
関
連
文
書
三
点
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

御
判

補
任

長
谷
寺
大
工
職
事

藤
井
国
春

右
以
件
人
、
当
大
工
左
衛
門
男
一
期
後
、
補
任
大
工
職
如
件
、

長
禄
元
年
十
二
月
五
日

寺
主
大
法
師

判

当
寺
大
工
職
事
、
後
欠
出
来
候
時
、
門
跡
御
大
工
小
法
太
郎
に
給
御
補
任

之
由
、
被
仰
出
也
、
恐
々
謹
言
、

十
二
月
五
日

清
賢

長
谷
寺
執
行
御
房

御
祈
願
所
長
谷
寺
大
工
事
、
後
欠
候
時
可
被
仰
付
之
由
、
給
御
補
任
於
小

法
太
郎
候
由
、
被
仰
出
候
也
、
恐
々
謹
言
、

十
二
月
五
日

清
賢

十
市
殿

こ
の
小
法
太
郎
（
藤
井
国
春
）
は
、
大
乗
院
大
工
を
勤
め
、
年
頭
に
大
乗
院

に
参
賀
し
て
お
り
、
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
十
一
月
十
八
日
条
記
載
の
「
門

跡
大
工
相
承
次
第
」
に
現
わ
れ
る
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

○
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
十
一
月
十
八
日
条
所
載

門
跡
大
工
相
承
次
第
（
波
線
筆
者
）

┐
三
郎

実
者
山
城
国
民
子
云
々

─

犬
次
郎
│

┤
│

小
法
次
郎
│

┤
│

左
近
次
郎
│

┤
│

小
法
太
郎
│

├
│

左
近
五
郎

─

─

─

─
興
福
寺
・
春
日
社
大
工

─
興
福
寺
・
春
日
社
大
工

─
大
乗
院
大
工

─

─

─

─
大
乗
院
大
工

─
大
乗
院
大
工

─

─

─

─

─
北
山
塔
大
工

─
北
山
塔
大
工

─

─

─

─

─
相
国
寺
塔
大
工

─
興
福
寺
大
塔
大
工

─

─

─

─

─

─
釜
口
座
大
工

┌
│

小
法
次
郎

─

─

─

┬
│

五
郎
次
郎
│

┤
│

次
郎

─

─

─
早
世

─

┌
│

四
郎

┬
│

虎
次
郎

─

─

─

┌
│

次
郎
五
郎

─┬
│

犬
次
郎
│
│
│
彦
次
郎
│
│
│
又
次
郎

─┬
│

徳
次
郎

─┬
│

六
郎

釜
口
座
大
工

──

実
者
犬
次
郎
子

─┌
│

七
郎
次
郎
│
│
左
衛
門
次
郎

こ
れ
に
よ
り
、
小
法
太
郎
の
系
統
も
、
興
福
寺
・
春
日
社
大
工
・
大
乗
院
大

工
を
兼
務
す
る
と
と
も
に
、
北
山
大
塔
大
工
・
相
国
寺
塔
大
工
な
ど
を
歴
任
し

た
専
門
技
術
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『大乗院寺社雑事記』に見る中世奈良の諸職人
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小
法
太
郎
の
祖
父
に
当
る
小
法
次
郎
は
、
山
城
国
人
の
出
身
で
あ
り
、「
興

福
寺
春
日
社
大
工
・
大
乗
院
大
工
・
北
山
大
塔
大
工
・
相
国
寺
塔
大
工
」
を
歴

任
し
、
父
左
近
次
郎
も
「
興
福
寺
春
日
社
大
工
・
大
乗
院
大
工
・
北
山
大
塔
大

工
・
興
福
寺
大
塔
大
工
・
釜
口
座
大
工
」
で
あ
り
、
小
法
次
郎
が
「
大
乗
院
大

工
」
を
相
伝
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

○
文
明
三
年
（
一
四
七
九
）
正
月
四
日
条

一
、
大
工
左
近
次
郎
・
寺
座
大
工
左
衛
門
・
左
衛
門
次
郎
各
厚
紙
一
帖
・

銚
子
給
之
、

小
法
太
郎
の
系
列
以
外
に
も
左
衛
門
大
夫
と
そ
の
息
左
衛
門
次
郎
が
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

○
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
十
二
月
八
日
条

寺
座
大
工
左
衛
門
大
夫
息
左
衛
門
次
郎
他
界
云
々
、
不
便
随
分
上
手
番
匠

（
梁
カ
）

也
、
長
谷
寺
悉
皆
召
仕
之
、
当
門
跡
亭
以
下
棟
器
也
、
不
便
々
々
、
五
十

歳
云
々
、

文
明
三
年
十
二
月
、
寺
座
大
工
左
衛
門
大
夫
息
左
衛
門
次
郎
が
五
十
歳
で
死

去
し
て
い
る
。
随
分
上
手
の
番
匠
と
評
価
さ
れ
、
長
谷
寺
の
工
事
に
も
徴
用
さ

れ
た
こ
と
、
大
乗
院
門
跡
邸
の
工
事
に
も
携
わ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

○
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
五
月
九
日
条

長
谷
寺
注
進
番
匠
大
工
事
、
昨
日
八
日
又
次
郎
可
為
大
工
之
由
申
、
如
何

云
々
、
御
返
事
、
七
郎
次
郎
当
時
大
工
也
、
不
可
叶
旨
仰
之
了
、

十
地
院
大
工

又
次
郎
│
┤
│
七
郎
太
郎
│
│
又
次
郎

─┬
│
七
郎
次
郎

─┌
│
源
次
│
│
ゝ
ゝ

此
事
又
自
宗
観
律
師
方
申
分
ハ
、
七
郎
太
郎
方
よ
り
七
郎
次
郎
ニ
申
合
子

細
之
間
、
為
大
工
者
也
、
七
郎
次
郎
之
後
ハ
又
次
郎
ニ
大
工
事
ハ
可
被
仰

付
之
事
之
由
申
、
返
事
ハ
、
自
寺
申
入
分
卜
只
今
申
分
ハ
相
違
也
、
自
彼

寺
申
分
ハ
、
只
今
よ
り
様
ニ
注
進
也
、
一
段
卜
自
他
相
届
就
理
非
可
有
沙

汰
事
也
、
た
だ
今
ハ
作
事
最
中
、
可
及
御
沙
汰
条
、
御
難
義
之
由
仰
了
、

明
応
八
年
五
月
に
は
、
長
谷
寺
大
工
職
争
論
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
七
郎
次

郎
と
又
次
郎
で
大
工
職
相
続
を
め
ぐ
る
問
題
で
、
門
跡
は
作
事
最
中
で
あ
る
の

で
又
次
郎
を
存
続
さ
せ
る
べ
く
指
示
を
し
て
い
る
。

瓦
葺
大
工

大
工
の
ほ
か
に
瓦
葺
大
工
が
い
た
。
今
日
の
瓦
葺
職
人
に
当
た
る
も
の
で
、

寺
院
の
巨
大
な
屋
根
瓦
を
葺
く
専
門
技
術
集
団
で
あ
っ
た
。

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
は
、
大
工
と
は
別
に
瓦
葺
大
工
と
称
す
る
者
が

た
び
た
び
登
場
す
る
。
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瓦
葺
大
工
に
、
元
林
院
住
の
孫
六
と
い
う
者
が
い
た
。
寛
正
三
年
（
一
四
六

二
）
六
月
十
二
日
、
長
谷
寺
の
瓦
葺
大
工
職
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。

○
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
六
月
十
二
日
条

長
谷
寺
瓦
大
工
事
、
元
林
院
住
孫
六
代
々
相
承
之
之
由
、
以
行
実
申
入
之

間
、
不
可
有
子
細
旨
仰
之
、
仍
長
谷
寺
ニ
成
奉
書
了
、

当
寺
瓦
大
工
職
事
、
元
林
院
之
住
人
孫
六
捧
代
々
相
承
之
御
文
之
間
被

仰
付
候
、
可
被
得
其
意
候
、
巨
細
則
躰
可
令
申
旨
被
仰
下
也
、
恐
々
謹

言
、

六
月
十
二
日

清
賢

長
谷
寺
執
行
御
房

長
谷
寺
の
瓦
大
工
は
元
林
院
住
の
孫
六
が
代
々
相
承
し
て
い
る
こ
と
を
大
乗

院
が
認
め
、
長
谷
寺
執
行
に
伝
達
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、
長
谷
寺
執
行
舜
賢
か
ら
承
諾
の
返
事
が
届
い
て
い
る
。

○
寛
正
三
年
六
月
十
六
日
条

長
谷
瓦
葺
大
工
事
無
相
違
云
々
、
執
行
返
事
到
来
、
遣
舜
玄
房
給
孫
六

了
、元

林
院
孫
六
瓦
葺
大
工
之
由
被
仰
下
之
趣
、
致
披
露
之
処
、
土
瓦
葺
之

事
細
々
無
其
沙
汰
、
随
而
日
記
等
不
及
見
候
、
乍
去
被
仰
下
事
候
間
、

何
召
仕
候
も
可
為
同
篇
之
間
、
自
然
之
時
者
心
得
申
候
之
由
、
可
預
御

披
露
候
、
恐
惶
謹
言
、

六
月
十
六
日

舜
賢

判

成
就
院
殿

塗
師ま

た
、
塗
師
と
し
て
、
仏
壇
等
の
製
作
・
修
理
に
携
わ
る
人
々
が
い
た
。
最

も
頻
出
す
る
人
名
に
、「
与
四
郎
」
が
い
る
。

○
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
五
月
十
三
日
条

持
仏
堂
仏
壇
、
自
正
月
廿
八
日
至
今
日
テ
、
与
四
郎
致
其
沙
汰
了
、
漆
方

悉
以
成
立
了
、
珍
重
々
々
、

持
仏
堂
仏
壇
の
塗
漆
に
与
四
郎
が
携
わ
り
、
百
疋
を
下
行
さ
れ
て
い
る
。

○
長
禄
四
年
七
月
二
十
八
日
条

与
四
郎（
塗
師
）

ヌ
シ
ン
、
依
召
上
洛
云
々
、
大
方
迷
惑
事
也
、

将
軍
の
召
に
よ
り
京
都
に
も
上
っ
て
い
る
。
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
正
月

二
日
に
は
尋
尊
を
参
賀
し
て
い
る
。

○
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
三
月
二
日
条

塗
師
与
四
郎
入
道
去
月
十
九
日
入
滅
云
々
、
不
便
々
々
、
及
数
年
奉
公
物
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也
、

文
明
十
八
年
二
月
十
九
日
、
大
乗
院
に
出
仕
を
続
け
た
塗
師
与
四
郎
の
死
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。

塗
師
の
座
に
つ
い
て
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）

四
月
二
十
九
日
条
に
、

龍
花
院
座
塗
師
至
今
日
召
仕
之
、
半
食
毎
日
六
十
文
宛
、
十
文
ハ
間
水
分

也
、
五
十
文
作
料
、
御
作
手
又
此
分
也
、
座
衆
二
人
在
之
、
入
事
百
疋

也
、
依
之
座
衆
無
之
、
社
頭
以
下
寺
門
事
ハ
本
座
一
乗
院
、
新
座
一
乗
院
、

龍
花
院
座
大
乗
院
、
此
三
座
之
沙
汰
也
、

と
あ
っ
て
、
大
乗
院
方
に
龍
花
院
座
、
一
乗
院
方
に
本
座
・
新
座
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

○
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
二
月
十
六
日
条

塗
師
御
作
手
召
之
、
風
呂
船
用
、
漆
一
桶
五
百
七
十
文
、
又
五
十
文
召

之
、
布
十
六
文
、
又
木
�
布
出
之
、

明
応
五
年
二
月
十
六
日
に
は
、
塗
師
に
風
呂
船
用
の
漆
一
桶
が
大
乗
院
門
跡

か
ら
注
文
さ
れ
て
い
る
。
風
呂
船
と
い
う
か
ら
相
当
大
き
な
漆
塗
の
桶
で
あ
っ

た
と
想
像
で
き
る
。

仏
師仏

像
を
製
作
す
る
仏
師
に
は
、「
椿
井
仏
所
」
と
呼
ば
れ
る
一
団
が
存
在
し

た
。
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
に
は
、
東
金
堂
の
四
天
王
像
修
理
に
携
わ
っ
て

い
る
。

○
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
五
月
二
十
九
日
条

椿
井
仏
所
申
入
東
金
堂
四
天
王
修
理
事
、
学
侶
之
儀
不
可
有
子
細
、
仍
明

日
ヨ
リ
可
召
加
之
旨
申
入
之
、
珍
重
也
、
高
間
、
椿
井
両
人
沙
汰
也
、

○
長
禄
四
年
六
月
二
十
二
日
条

昨
日
椿
井
仏
所
�
一
双
・
二
種
持
参
之
、
賞
翫
之
由
仰
了
、

長
禄
四
年
六
月
二
十
一
日
に
は
、
椿
井
仏
所
が
�
一
双
、
二
種
を
大
乗
院
へ

届
け
た
と
、
翌
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。

○
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
正
月
二
十
九
日
条

椿
井
仏
師
法
橋
春
慶
参
申
、
観
音
修
理
伺
之
、
千
疋
分
ニ
仰
之
猶
如
何
旨

申
云
々
、
大
方
治
定
分
也
、

椿
井
仏
所
に
は
、
法
橋
春
慶
と
い
う
仏
師
が
い
た
。
こ
の
日
観
音
修
理
の
修

理
代
に
つ
い
て
大
乗
院
と
接
渉
し
て
い
る
が
千
疋
分
で
成
約
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
こ
に
は
、
仏
所
が
請
負
代
金
を
も
ら
っ
て
仏
像
製
作
や
修
理
を
行
っ
て
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い
た
事
実
が
わ
か
る
。

絵
師絵

師
は
絵
所
と
呼
ば
れ
、
奈
良
に
は
吐
田
座
と
芝
座
が
存
在
し
た
。

○
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
四
月
二
十
七
日

薬
師
図
絵
供
養
、
絵
所
芝
座
云
々
、
絹
三
ハ
タ
、
ハ
リ
八
尺
云
々
、
於
西

室
テ
書
之
、
綱
所
継
舜
威
儀
師
・
弉
舜
從
儀
師
出
仕
云
々
、

芝
座
は
、
薬
師
図
絵
な
ど
を
制
作
す
る
仏
絵
師
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

○
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
八
月
二
十
六
日
条

昨
日
両
座
絵
師
会
合
、
為
祈
顰
薬
師
如
来
図
絵
供
養
、
令
請
律
僧
為
開
眼

師
、
心
落
沙
汰
神
妙
、
於
松
南
院
坊
沙
汰
云
々
、

松
南
院
坊
に
お
い
て
、
両
座
の
絵
師
（
吐
田
座
・
芝
座
）
が
、
薬
師
如
来
図

会
供
養
の
た
め
、
律
僧
を
招
い
て
法
要
を
営
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

○
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
五
月
二
十
日
条

寺
門
図
会
事
、
於
絵
所
者
吐
田
方
・
芝
方
、
就
有
縁
別
会
五
師
申
付
之
者

例
也
、
随
而
毎
度
両
座
致
競
望
事
也
、
去
五
日
図
会
芝
方
ニ
申
付
之
畢
、

其
後
両
座
絵
師
申
合
、
於
自
今
以
後
者
各
度
ニ
可
沙
汰
之
由
治
定
、
此
子

細
則
会
寛
専
五
師
ニ
令
申
、
得
其
意
云
々
、
就
其
月
日
図
絵
事
、
自
兼
日

両
座
衆
探
ヲ
取
定
之
處
、
芝
座
取
当
之
畢
、
誠
以
無
為
儀
珍
重
事
也
、
毎

度
及
違
乱
事
共
有
之
、
承
悦
者
也
、
然
而
自
別
会
方
令
披
露
学
侶
子
細
、

為
私
儀
各
度
事
掟
法
不
可
然
、
一
向
失
別
会
面
目
了
、
於
今
度
者
吐
田
座

ニ
可
申
付
云
々
、
若
及
異
儀
者
両
座
一
宿
在
所
可
進
発
之
由
一
決
了
、
則

申
付
吐
田
座
之
處
、
座
衆
共
無
人
数
上
違
例
躰
有
之
、
為
当
座
可
奉
図
事

不
可
得
之
由
申
之
、
云
学
侶
云
別
会
、
事
外
腹
立
也
、
可
及
厳
密
之
沙
汰

云
々
、
供
目
代
興
弘
内
々
申
分
有
、
別
会
腹
立
之
故
集
儀
厳
密
也
。
内
々

相
語
芝
座
可
図
絵
之
由
意
見
云
々
、
猶
以
不
一
決
、
大
略
不
可
有
歟

云
々
、

文
明
四
年
五
月
二
十
日
条
に
よ
る
と
、
興
福
寺
の
仏
図
絵
作
成
に
つ
い
て
、

吐
田
座
と
芝
座
の
交
代
に
つ
い
て
争
論
が
起
こ
っ
て
い
る
。

両
座
の
絵
師
が
交
代
を
申
し
合
わ
せ
、
芝
座
に
定
め
た
所
、
学
侶
の
反
対
が

あ
り
、
吐
田
座
に
申
し
付
け
た
。
と
こ
ろ
が
吐
田
座
は
座
衆
の
数
が
足
ら
ず
作

成
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
別
会
五
師
方
は
芝
座
に
申
し
付
け
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
争
論
が
お
さ
ま
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
と
あ
る
。
学
侶
お
よ
び
別
会

五
師
に
意
見
の
対
立
が
あ
り
、
両
座
が
争
論
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
。

し
ょ
う
も
じ

声
聞
師
（
唱
門
師
）

声
聞
と
は
本
来
、
大
乗
仏
教
に
お
け
る
仏
徒
の
三
乗
の
一
つ
を
現
わ
す
語
で

あ
る
。
菩
薩
・
縁
覚
つ
い
で
声
聞
を
仏
徒
の
三
乗
と
す
る
。
声
聞
は
自
利
を
行

ず
る
小
乗
的
地
位
を
現
わ
し
、
声
聞
師
は
、
賎
し
い
身
分
と
さ
れ
た
非
人
法
師
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を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
世
奈
良
に
は
声
聞
師
と
呼
ば
れ
る

人
々
が
い
た
。

○
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
五
月
十
三
日
条

懐
淵
延
観
房
、
以
泰
弘
申
入
之
、
五
ヶ
所
間
事
也
、
所
詮
五
ヶ
所
声
聞
ハ
、

根
本
木
辻
子
西
方
、

東
方
、
西
坂
北
方
、

南
方
、
京
ハ
テ
・
貝
塚
・
鳩
垣
内
・
以
此
五
ヶ
所

為
根
本
、
在
々
所
々
ニ
居
住
ス
ル
者
也
、

此
内

木
辻
子
・
西
坂
・
京
ハ
テ
・
貝
塚
四
ヶ
所
ハ
、
衆
徒
之
三
棟
ニ
、
彼
在
所

面
々
為
防
御
、
人
夫
事
一
段
御
許
可
也
、
仍
于
今
無
相
違
召
仕
之
平
群
之

（
場
）

馬
場
三
棟
ヲ
相
続
故
馬
群
召
仕
之
、
大
略
又
彼
在
所
唱
聞
共
ハ
、
馬
場
之

披
官
人
也
、
但
使
等
付
之
時
ハ
、
門
跡
之
定
使
ヲ
申
請
付
之
事
掟
法
也
、

於
鳩
垣
内
者
、
三
棟
ニ
ハ
不
存
知
者
也
、

近
日
違
乱
事

京
ハ
テ
・
貝
塚
両
所
ハ
近
来
無
止
住
者
也
、
木
辻
子
・
西
坂
両
所
之
内
之

唱
聞
七
八
人
、
自
去
々
年
此
他
所
ニ
引
遷
在
所
テ
、
云
門
跡
之
人
夫
役
、

云
三
棟
方
人
夫
役
、
不
致
其
沙
汰
之
聞
、
其
在
所
領
主
成
身
院
ニ
問
答
最

中
也
、
唱
聞
座
ハ
南
北
両
所
也
、
自
大
鳥
居
北
ハ
悉
以
為
芝
辻
子
根
本
、

在
々
所
々
号
十
座
唱
聞
テ
、
門
跡
并
寺
門
奉
公
致
其
沙
汰
也
、
自
大
鳥
居

南
ハ
号
五
ヶ
所
シ
、
門
跡
奉
公
一
向
致
其
沙
汰
計
也
、
不
請
止
住
之
在
所

（
列
）

之
是
非
、
於
唱
聞
一
烈
者
、
為
門
跡
御
披
官
人
御
自
専
也
、
然
而
成
身
院

知
行
在
所
候
之
間
、
不
可
随
其
役
之
由
、
彼
面
々
申
条
、
以
外
次
第
也
、

所
詮
、

致
奉
公
歟
、
一
、
如
本
ニ
帰
立
歟
、
二
、
唱
聞
迫
ヲ
遁
歟
、
三
、

可
存
定
事
也
、
唱
聞
道
ヲ
遁
ハ
、
一
切
唱
聞
之
沙
汰
条
々
、
陰
陽
師
・
金

口
・
暦
星
宮
・
久
世
舞
・
盆
彼
岸
経
・
毘
沙
門
経
等
芸
能
七
道
物
自
専

事
、
於
彼
面
々
者
可
停
止
也
、
南
北
之
唱
聞
并
仕
丁
以
下
ニ
仰
付
之
、
万

一
致
其
沙
汰
者
可
任
法
也
、
此
三
之
内
可
一
決
也
、

文
明
九
年
五
月
、
京
終
・
貝
塚
両
所
に
住
居
を
構
え
た
声
聞
師
が
、
人
夫
役

を
勤
め
な
い
こ
と
で
、
大
乗
院
が
「
奉
公
す
る
か
、
元
の
居
住
地
に
帰
住
す
る

か
、
声
聞
道
を
遁
れ
る
か
」
せ
ま
っ
て
い
る
。

か
ね

陰
陽
師
は
陰
陽
道
に
基
づ
く
卜
占
を
行
な
う
者
、
金
口
は
鉦
た
た
き
、
暦
星

宮
は
暦
や
天
文
に
関
す
る
卜
占
者
、
久
世
舞
は
曲
舞
を
行
な
う
者
、
盆
彼
岸
経

と
毘
沙
門
経
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
典
を
読
唱
す
る
者
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
声

聞
師
ら
の
生
業
と
な
っ
て
い
た
。
寺
社
の
散
所
に
居
住
し
た
人
々
が
、
寺
社
の

末
端
業
務
で
あ
る
こ
れ
ら
唱
門
道
（
声
聞
道
）
に
従
事
し
て
い
た
実
態
が
わ
か

る
。山

田
洋
子
氏
「
中
世
大
和
の
非
人
に
つ
い
て
の
考
察
」（『
年
報
中
世
史
研

究
』
第
四
号
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
る
と
、
奈
良
市
中
の
非
人
は
「
三
党

（
棟
）」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、「
三
党
」
と
は
「
五
ヶ
所
・
十
座
・
北
山
宿
」
の

三
組
織
を
指
す
と
い
う
。

非
人
は
、
王
朝
都
市
の
成
立
発
展
と
と
も
に
、
王
朝
都
市
と
荘
園
社
会
か
ら

疎
外
さ
れ
た
人
々
へ
の
呼
称
で
あ
る
。
し
か
も
非
人
は
、
も
と
は
一
般
民
衆
で

『大乗院寺社雑事記』に見る中世奈良の諸職人
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あ
り
、
病
者
・
癩
者
・
不
具
者
・
乞
食
へ
の
転
落
と
い
う
形
で
、
た
え
ず
再
生

産
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
非
人
身
分
の
成
立
を
考
え
る
上
の
重
要
史
料
で
あ
る
。

五
ヶ
所
・
十
座
は
い
ず
れ
も
興
福
寺
大
乗
院
門
跡
を
本
所
と
す
る
非
人
座
で

あ
っ
た
。

○
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
六
月
五
日
条

し
ょ
う
も
ん

奈
良
中
唱
門
事
ハ
、
七
郷
或
一
乗
院
領
・
東
大
寺
領
以
下
在
々
所
ニ
有

之
、
此
里
分
者
号
十
座
、
南
里
分
者
号
五
ヶ
所
、
各
当
門
跡
自
専
之
一
類

也
、
此
内
於
十
座
者
、
衆
中
与
門
跡
共
以
召
仕
之
、
於
五
ヶ
所
者
唯
門
跡

計
召
仕
之
、

し
ょ
う
も
じ

五
ヶ
所
・
十
座
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ
も
奈
良
市
中
の
声
聞
師
の
組
織
で
あ

り
、
三
条
大
路
を
境
に
し
て
、
北
里
が
十
座
、
南
里
が
五
ヶ
所
の
声
聞
師
を
組

織
し
て
い
た
。
五
ヶ
所
・
十
座
は
大
乗
院
直
轄
区
域
の
声
聞
師
と
し
て
編
成
さ

れ
て
い
た
。

ま
た
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
十
二
月
二
十
日

条
に
「
声
聞
師
に
於
い
て
は
当
門
跡
寄
人
の
故
也
」
と
書
か
れ
る
よ
う
に
大
乗

院
門
跡
の
寄
人
（
権
門
寺
社
が
そ
の
職
能
故
に
人
的
に
支
配
し
た
人
々
）
と
し

て
い
た
。

ま
た
、『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
六
月
五
日
条

に
、「
十
座
に
於
い
て
は
当
国
中
数
十
ヶ
所
の
唱
門
（
声
聞
）
の
座
頭
也
」
と

あ
り
、
十
座
が
声
聞
師
の
座
頭
と
し
て
国
中
の
声
聞
師
を
寺
門
四
面
の
大
掃
除

等
に
動
員
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
た
。

○
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
五
月
十
三
日
条

五
ヶ
所
声
聞
ハ
、
根
本
辻
子
西
方
東
方
、
西
坂
北
方
南
方
、
京
ハ
テ
、
貝
塚
、
鳩
垣

内
、
以
此
五
ヶ
所
為
根
本
、
在
々
所
々
ニ
居
住
ス
ル
者
也
、

き
ょ
う
ば
て

即
ち
五
ヶ
所
声
聞
師
は
、
木
辻
子
・
西
坂
・
京
終
・
貝
塚
・
鳩
垣
内
の
五
ヶ

所
を
根
本
住
所
と
し
、
お
お
む
ね
奈
良
市
中
と
り
わ
け
そ
の
周
辺
部
を
居
所
と

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
十
座
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
が
あ
る
。

○
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
八
月
十
二
日
条

当
門
跡
寄
人
十
座
法
師
原
者
、
根
本
之
住
所
両
所
也
、
芝
辻
子
郷
七
郷
之

内
、

少
々
一
乗
家
御

領
中
也
、

河
上
東
大
寺
東
南

院
殿
御
領
中
、
寺
門
大
儀
之
時
召
出
仕
之
、
自
家
中
同
召

仕
之
、
寺
門
与
門
跡
相
持
者
也
、

す
な
わ
ち
、
十
座
法
師
の
根
本
住
所
は
、
芝
辻
子
と
河
上
の
二
ヶ
所
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
北
山
宿
非
人
は
興
福
寺
一
乗
院
門
跡
を
本
所
と
す
る
非
人
座
を
形
成

し
、
そ
の
座
衆
内
に
長
吏
・
長
吏
下
座
と
一
般
の
座
衆
と
い
う
階
層
が
形
成
さ

れ
て
い
た
。

し
か
し
、
声
聞
師
の
居
住
地
は
根
本
の
五
ヶ
所
以
外
に
も
あ
っ
た
。「
昨
日
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五
ヶ
所
者
参
り
申
す
、
高
御
門
新
屋
衆
・
鉾
大
明
神
新
屋
衆
」（『
大
乗
院
寺
社

雑
事
記
』
文
明
九
年
十
一
月
十
二
日
条
）
と
か
、「
高
御
門
ト
瓦
堂
ト
鉾
大
明

神
ト
三
ヶ
所
ニ
こ
れ
在
り
。」（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
十
一
年
十
月
十

一
日
条
）
と
あ
る
よ
う
に
、
高
御
門
・
瓦
堂
・
鉾
大
明
神
の
三
ヶ
所
も
、
五
ヶ

所
声
聞
師
の
人
々
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

『
大
乗
院
門
跡
領
目
録
』（
内
閣
文
庫
蔵
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
。

十
座
唱
門
、
芝
辻
子
以
下
東
大
寺
領
河
上
等
他
領
在
之
、
奈
良
中
横
行
七

道
者
自
専
、

五
ヶ
所
唱
門
、
西
坂
・
木
辻
以
下
他
領
等
在
之
、
奈
良
中
横
行
子
細
同

前
、

こ
れ
は
、
五
ヶ
所
・
十
座
の
声
聞
師
が
奈
良
市
中
を
通
行
す
る
七
道
者
（
猿

み

こ

か
ね

楽
・
ア
ル
キ
白
拍
子
・
ア
ル
キ
御
子
・
鉦
タ
タ
キ
・
ア
ル
キ
横
行
・
猿
飼
）
等

の
通
行
管
理
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

か
さ
さ
ぎ

康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
六
月
、
大
乗
院
領
内
鵲
郷
明
教
之
屋
の
跡
の
乞
食

と
東
中
院
郷
の
乞
食
が
喧
嘩
を
す
る
事
件
が
あ
っ
た
。

○
康
正
三
年
六
月
十
六
日
条

領
内
鵲
郷
明
教
之
屋
ノ
跡
ノ
乞
食
与
東
中
院
郷
乞
食
喧
嘩
、
仍
五
ヶ
所
法

師
原
参
申
云
、
大
鳥
居
ヨ
リ
南
ノ
乞
食
ヲ
ハ
五
ヶ
所
ノ
進
退
也
、
北
ノ
乞

食
ヲ
北
宿
物
進
退
、
然
者
此
検
断
事
、
為
五
ヶ
所
可
令
沙
汰
、
御
許
可
候

ハ
ゝ
、
可
畏
入
之
由
申
入
之
、
所
見
無
之
之
由
仰
之
、
仍
以
力
者
乞
食
ノ

屋
三
問
放
火
之
、
一
問
ハ
不
思
儀
カ
辻
子
、
一
問
ハ
明
教
坊
跡
、
一
問
ハ

東
中
院
之
郷
也
、
乞
食
ヲ
五
ヶ
所
令
進
退
条
不
能
左
右
也
、

五
ヶ
所
の
声
聞
師
が
検
断
の
執
行
の
許
可
を
尋
尊
に
求
め
て
き
た
主
張
は
、

「
大
鳥
居
の
南
の
郷
の
乞
食
は
五
ヶ
所
の
進
退
、
北
の
郷
の
乞
食
は
北
宿
の
進

退
、
然
れ
ば
こ
の
検
断
は
五
ヶ
所
と
し
て
沙
汰
せ
し
む
。」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
結
果
、
力
者
を
以
っ
て
、
不
思
儀
が
辻
・
明
教
坊
跡
・
東
中
院
郷

の
乞
食
の
居
住
三
ヶ
所
に
放
火
し
て
い
る
。
大
乗
院
の
主
張
は
五
ヶ
所
は
大
乗

院
の
専
断
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

○
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
八
月
十
七
日
条

川
上
声
聞
住
所
仰
付
山
村
可
放
火
之
処
、
今
日
以
不
動
寺
殿
自
東
南
院
承

趣
者
、
公
事
之
事
及
異
儀
条
不
可
然
者
也
、
可
仰
付
厳
密
之
間
、
放
火
御

沙
汰
事
今
明
先
延
引
候
者
可
目
出
云
々
、
公
事
無
為
ニ
可
沙
汰
ナ
ラ
ハ
、

不
能
左
右
旨
御
返
事
申
了
、
彼
在
所
東
南
院
殿
御
領
故
也
、

○
寛
正
三
年
八
月
十
九
日
条

川
上
声
聞
之
内
二
臈
次
郎
三
郎
・
同
久
世
舞
楢
松
丸
両
人
捧
�
文
、
於
向

後
者
如
先
例
、
人
夫
役
事
可
致
其
沙
汰
之
旨
申
入
之
間
、
放
火
事
免
了
、

十
座
の
声
聞
師
の
内
、
河
上
の
声
聞
師
が
門
跡
公
事
を
無
沙
汰
で
あ
っ
た
た

め
、
大
乗
院
門
跡
は
山
村
武
蔵
公
に
命
じ
て
放
火
し
て
い
る
。
そ
の
在
所
は
東

『大乗院寺社雑事記』に見る中世奈良の諸職人

三七



大
寺
東
南
院
で
あ
っ
た
。
河
上
の
声
聞
師
は
、
東
大
寺
東
南
院
よ
り
在
地
支
配

を
受
け
、
様
々
な
課
役
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
上
、
大
乗
院
門
跡
寄
人

と
し
て
の
支
配
を
受
け
て
い
た
た
め
、
門
跡
公
事
を
も
支
払
え
ぬ
状
況
も
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
支
配
者
大
乗
院
は
有
無
を
言
わ
さ
ず
放
火
す
る
と
い
う
暴

力
支
配
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
八
月
十
九
日
条
に
よ
る
と
、
河
上
の
声
聞

師
の
中
に
久
世
舞
（
曲
舞
）
の
楢
松
丸
と
い
う
者
が
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
次

こ
う
も
ん

郎
三
郎
・
楢
松
丸
の
両
名
が
「
夫
役
に
従
う
」
�
文
（
起
請
文
）
を
提
出
し

て
、
在
所
へ
の
放
火
を
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

十
座
の
声
聞
師
の
内
、
河
上
の
声
聞
師
が
門
跡
公
事
を
無
沙
汰
で
あ
っ
た
た

め
、
大
乗
院
門
跡
が
山
村
武
蔵
公
に
命
じ
て
放
火
し
て
い
る
。
そ
の
在
所
は
東

大
寺
東
南
院
領
で
あ
っ
た
。
河
上
の
声
聞
師
は
、
東
南
院
よ
り
在
地
支
配
を
受

け
様
々
な
課
役
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
上
、
大
乗
院
門
跡
寄
人
と
し
て

の
支
配
を
受
け
て
い
た
た
め
門
跡
公
事
も
支
払
え
ぬ
状
況
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
支
配
者
大
乗
院
門
跡
は
、
有
無
を
言
わ
さ
ず
放
火
し
て
い
る
。

こ
の
弾
圧
は
同
年
十
二
月
へ
も
続
行
し
て
い
る
。

○
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
十
二
月
二
十
日
条

十
座
声
聞
之
内
河
上
住
人
、
門
跡
公
事
無
沙
汰
之
間
、
自
去
秋
比
色
々
及

問
答
、
仍
少
々
致
請
文
了
、
相
残
任
雅
意
輩
両
三
人
、
昨
日
仰
付
山
村
武

蔵
公
放
火
了
、
在
所
ハ
東
南
院
殿
重
職
御
領
也
、
仍
申
案
内
令
放
火
了
、

於
聲
聞
者
当
門
跡
寄
人
也
、

十
座
声
聞
師
の
う
ち
河
上
郷
の
住
人
が
門
跡
公
事
を
無
沙
汰
で
あ
っ
た
た
め

去
秋
頃
よ
り
問
答
し
て
請
文
を
提
出
さ
せ
た
。
し
か
し
相
残
る
二
・
三
人
は
無

沙
汰
で
あ
っ
た
た
め
山
村
武
蔵
公
に
命
じ
て
放
火
さ
せ
た
と
い
う
。
在
所
は
東

南
院
領
で
あ
る
が
、
声
聞
師
は
大
乗
院
の
寄
人
で
あ
る
た
め
管
轄
権
が
あ
る

と
、
主
張
す
る
。

「
声
聞
師
に
お
い
て
は
当
門
跡
寄
人
の
故
也
」
と
書
か
れ
る
よ
う
に
、
五
ヶ

所
・
十
座
の
声
聞
師
は
住
所
に
か
か
わ
ら
ず
寄
人
と
し
て
支
配
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

五
ヶ
所
・
十
座
は
乞
食
に
対
す
る
支
配
権
も
持
っ
て
い
た
。

○
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
六
月
条
所
載
「
御
領
内

元
興
寺
郷
検
断
間
事
条
々
」
所
載
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
六
月
十
六
日
条

明
教
坊
之
敷
地
之
乞
食
ト
東
北
院
郷
乞
食
ト
喧
嘩
了
、
五
ヶ
所
法
師
原
参

申
、
南
郷
之
乞
食
ハ
五
ヶ
所
自
専
、
北
郷
乞
食
ハ
北
宿
自
専
之
間
、
彼
屋

共
可
申
請
々
々
、
雖
然
如
先
例
以
力
者
放
火
了
、

五
ヶ
所
・
十
座
の
重
要
な
権
力
に
、
大
乗
院
に
よ
り
付
与
さ
れ
た
「
大
和
乞

食
」
の
検
断
権
と
「
七
道
者
」
に
対
す
る
自
専
権
が
あ
っ
た
。

五
ヶ
所
は
奈
良
春
日
神
社
の
鳥
居
よ
り
南
の
乞
食
の
検
断
権
を
、
十
座
は
大

和
国
中
数
十
ヶ
所
の
声
聞
師
座
の
座
頭
と
し
て
の
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。

『大乗院寺社雑事記』に見る中世奈良の諸職人
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○
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
十
月
七
日
条

五
ヶ
所
声
聞
之
内
木
辻
子
郷
法
師
原
昨
日
申
入
云
、
今
御
門
橋
ノ
間
別
銭

事
、
寺
門
引
付
ニ
応
永
十
八
年
并
永
享
四
年
之
間
別
銭
ニ
、
木
辻
子
郷
と

在
之
間
、
法
師
原
事
モ
今
度
ハ
可
出
之
云
々
、
歎
存
者
也
、
其
故
ハ
木
辻

子
郷
民
ト
テ
、
其
時
分
マ
テ
ハ
材
木
屋
在
之
、
当
時
ハ
郷
民
ハ
無
之
シ
テ

声
聞
許
在
之
、
以
前
両
度
例
ハ
、
非
声
聞
ニ
ハ
シ
テ
郷
民
ナ
リ
、
則
出
銭

ノ
名
字
等
引
付
ヲ
可
有
御
覧
者
也
、
彼
材
木
屋
等
ハ
、
只
今
声
聞
ノ
在
所

よ
り
ハ
北
ニ
在
之
云
々
、
永
享
四
年
時
分
マ
テ
ハ
其
屋
共
有
之
、
又
自
昔

シ
テ
材
木
屋
共
有
之
故
ニ
、
彼
所
ヲ
ハ
木
辻
子
ト
ハ
申
也
、
仍
今
度
間
別

事
可
有
御
免
之
由
申
入
之
、
仍
相
副
奉
書
、
未
申
ノ
一
臈
所
ニ
遣
之
了
、

寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
十
月
、
五
ヶ
所
の
内
木
辻
子
郷
の
声
聞
師
が
、

「
今
御
門
橋
の
間
別
銭
」
の
免
除
の
願
い
出
て
い
る
。
彼
等
の
言
い
分
は
次
の

よ
う
で
あ
っ
た
。「
寺
門
引
付
」
に
、
応
永
十
八
年
（
一
四
一
一
）
と
永
享
四

年
（
一
四
三
二
）、
木
辻
子
郷
が
間
別
銭
を
支
払
っ
た
記
録
の
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
度
の
間
別
銭
も
出
銭
を
求
め
ら
れ
た
。
永
享
四
年
ま
で
は
、
木
辻
子
郷

に
材
木
屋
が
多
く
あ
り
（
故
に
木
辻
子
と
呼
ば
れ
る
）、
間
別
銭
を
出
し
た

が
、
今
は
材
木
屋
は
声
聞
師
の
居
住
地
の
北
に
移
っ
て
し
ま
い
木
辻
子
郷
に
存

在
し
な
い
。
従
っ
て
間
別
銭
を
免
除
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

木
辻
子
郷
に
お
い
て
も
、
次
第
に
声
聞
師
の
居
住
地
域
が
形
成
さ
れ
、
材
木

屋
が
移
住
し
て
し
ま
っ
た
歴
史
的
状
況
が
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

○
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
十
二
月
二
十
八
日
条

十
座
声
聞
等
参
ス
、
河
上
声
聞
以
前
御
罪
罷
之
内
、
於
太
郎
五
郎
者
、
門

跡
御
公
事
向
後
可
致
其
沙
汰
之
由
告
文
仕
上
者
、
可
帰
任
之
由
申
、
不
可

有
子
細
旨
仰
了
、
兵
部
押
而
帰
住
、
以
外
事
也
、
ヰ
ツ
カ
キ
太
郎
男
北
宿

之
越
前
所
ニ
寄
宿
事
、
両
条
十
座
訴
申
入
、
則
方
々
仰
遣
了
、
北
宿
者
共

向
後
不
可
入
立
旨
御
請
申
、
使
者
徳
力
法
師
、

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
よ
る
と
、
五
ヶ
所
・
十
座
の
人
々
と
七
道
者
に

つ
い
て
の
争
論
が
起
こ
っ
て
い
る
。

七
道
者
と
は
、
雑
芸
能
民
を
指
す
言
葉
で
、

猿
楽
・
ア
ル
キ
白
拍
子
・
ア
ル
キ
御
子
・
金
タ
ゝ
キ
・
鉢
タ
ゝ
キ
・
ア
ル

キ
横
行
・
猿
飼

の
人
々
で
あ
っ
た
。

寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
十
一
月
二
十
三
日
条
に
は
、
五
ヶ
所
・
十
座
の

人
々
と
七
道
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
注
目
す
べ
き
記
述
が
あ
る
。

○
寛
正
四
年
十
一
月
二
十
三
日
条

十
座
・
五
ヶ
所
法
師
原
参
ス
、
昨
日
自
衆
中
集
会
召
北
宿
者
被
申
付
厳
密

之
間
、
宿
ニ
召
取
置
金
タ
ゝ
キ
自
衆
中
召
返
了
、
且
目
出
候
、
七
道
者
共

ハ
悉
以
十
座
・
五
ヶ
所
之
進
退
之
由
申
披
故
也
、
宿
者
更
以
不
可
成
�
故

也
、

七
道
者

『大乗院寺社雑事記』に見る中世奈良の諸職人
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猿
楽
・
ア
ル
キ
白
拍
子
・
ア
ル
キ
御
子
・
金
タ
ゝ
キ
・
鉢
タ
ゝ
キ
・
ア
ル

キ
横
行
・
猿
飼以

上

寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
十
月
、
北
宿
者
が
大
乗
院
領
の
鉦
タ
タ
キ
屋
に
乱

入
す
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。

こ
れ
は
、
こ
の
鉦
タ
タ
キ
屋
の
支
配
を
め
ぐ
っ
て
、
北
宿
者
と
五
ヶ
所
・
十

座
の
声
聞
師
側
と
で
争
論
が
起
こ
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
事
件
は
北
宿
者
を
管

轄
す
る
一
乗
院
門
跡
と
、
五
ヶ
所
・
十
座
を
管
轄
す
る
大
乗
院
門
跡
を
巻
き
込

む
争
論
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
雑
芸
能
者
で
あ
っ
た
鉦
タ
タ
キ
等
の
七
道
者
の

通
行
を
支
配
す
る
権
利
を
、
北
宿
者
が
持
っ
て
い
る
か
、
五
ヶ
所
・
十
座
を
持

っ
て
い
る
か
で
争
論
と
な
っ
た
。

大
乗
院
門
跡
は
、「
七
道
者
共
は
、
悉
く
以
っ
て
十
座
・
五
ヶ
所
の
進
退
の

ひ
ら

い
ろ
い

由
申
し
披
く
故
也
。
宿
の
者
更
に
以
っ
て
�
を
成
す
べ
か
ら
ざ
る
故
也
」
と
主

張
し
て
、
七
道
者
の
通
行
管
理
権
は
五
ヶ
所
・
十
座
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い

る
。こ

の
事
件
は
、
大
乗
院
門
跡
が
七
道
者
を
支
配
す
る
の
は
五
ヶ
所
・
十
座
で

あ
る
こ
と
を
一
乗
院
門
跡
に
認
め
さ
せ
、
北
宿
者
―
一
乗
院
方
が
今
後
干
渉
す

る
こ
と
を
退
け
て
結
着
し
て
い
る
。

寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）、
幸
郷
の
鉢
た
た
き
屋
に
一
乗
院
方
の
北
宿
の
非

人
が
乱
入
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。

○
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
十
二
月
三
日
条

去
月
北
宿
者
幸
郷
之
鉢
タ
ヽ
キ
屋
ニ
乱
入
云
々
、
仍
仰
遣
一
乗
院
了
、

当
門
跡
領
五
ヶ
所
・
十
座
法
師
原
致
知
行
条
々
事
、
為
北
宿
者
沙
汰
成

達
乱
事
候
間
、
仰
合
衆
中
可
成
敗
候
、
就
中
先
日
北
宿
者
共
、
当
門
跡

領
幸
郷
ニ
乱
入
候
、
不
事
同
儀
緩
怠
無
是
非
次
第
候
得
御
許
可
就
北
宿

可
致
其
沙
汰
子
細
候
、
可
得
御
意
候
、
就
其
先
為
其
門
跡
被
付
厳
密
之

（
為
脱
カ
）

御
使
候
ハ
、
可
本
意
候
、
領
内
乱
入
所
存
外
也
、
恐
々
謹
言
、

十
二
月
三
日

尋
尊

一
乗
院
御
房

大
乗
院
門
跡
が
五
ヶ
所
・
十
座
の
非
人
を
支
配
し
た
の
に
対
し
、
一
乗
院
門

跡
は
北
宿
非
人
を
支
配
し
た
。
こ
れ
ら
非
人
が
雑
芸
能
民
の
活
動
を
管
理
し
て

い
た
が
、
大
乗
院
領
幸
郷
の
鉢
た
た
き
屋
の
管
理
を
め
ぐ
っ
て
両
者
の
争
論
が

勃
発
し
た
の
で
あ
っ
た
。

尋
尊
は
一
乗
院
門
跡
に
対
し
、
北
宿
者
が
大
乗
院
領
に
乱
入
し
た
の
で
成
敗

す
る
許
可
を
、
一
乗
院
門
跡
に
求
め
て
い
る
。

文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
と
同
十
年
（
一
四
七
八
）
の
二
回
、
宇
治
猿
楽
が

か
ん
た
い

出
仕
を
緩
怠
し
た
た
め
、
大
乗
院
門
跡
は
五
ヶ
所
・
十
座
に
処
罰
を
命
じ
て
い

る
。

○
文
明
四
年
八
月
十
六
日
条

八
月
十
日
天
満
社
神
事
猿
楽
事
、
宇
治
猿
楽
共
当
国
出
入
ニ
付
テ
ノ
郡
役

『大乗院寺社雑事記』に見る中世奈良の諸職人
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事
也
、
然
而
此
五
六
年
も
一
向
不
参
之
間
神
事
欠
如
了
、
仍
十
座
川
上
五

ヶ
所
之
唱
門
共
ヲ
召
、
宇
治
猿
楽
之
荷
共
可
落
取
之
由
加
由
加
下
知
了
、

各
畏
入
云
々
、
当
国
中
唱
門
共
ニ
可
相
触
、
就
其
荷
物
事
可
落
取
条
ハ
、

不
能
左
右
之
処
、
重
々
歎
申
入
、
御
落
居
之
時
、
荷
物
事
可
返
渡
由
、
被

加
御
下
知
候
ハ
ヽ
、
定
而
不
可
随
仰
候
、
其
断
事
可
得
御
意
之
由
申
入
之

間
、
被
得
御
意
之
由
仰
了
、

○
文
明
十
年
（
一
四
七
六
）
八
月
十
日
条

天
満
社
神
事
致
用
意
之
處
、
猿
楽
等
不
参
之
間
芸
能
無
之
、
以
外
緩
怠
、

一
段
捧
�
文
處
不
及
参
上
、
随
而
召
寄
十
座
唱
門
等
、
宇
治
猿
楽
事
当
国

経
廻
停
止
、
可
任
法
之
由
仰
付
之
、
畏
入
候
、
令
会
合
可
相
触
国
中

云
々
、

け
い
か
い

五
ヶ
所
・
十
座
に
命
じ
た
内
容
は
、「
宇
治
猿
楽
等
当
国
経
廻
の
停
止
」
で

あ
り
、
こ
れ
を
受
け
た
五
ヶ
所
・
十
座
は
「
会
合
せ
し
め
国
中
に
相
触
れ
」
て

い
る
。
国
中
の
声
聞
師
達
に
命
じ
て
、「
当
国
経
廻
停
止
」
と
「
荷
物
の
没
収
」

を
行
な
う
の
が
、
五
ヶ
所
・
十
座
の
持
っ
て
い
た
下
級
警
察
権
の
一
種
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
五
ヶ
所
・
十
座
の
「
七
道
者
自
尊
」
と
は
、
七
道
者
芸

能
者
に
対
し
て
、「
当
国
経
廻
停
止
」
と
「
荷
物
の
没
収
」
等
を
行
な
う
下
級

警
察
権
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

横
行『

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
十
一
月
二
十
三
日
条
記

載
の
「
七
道
者
」
の
中
の
「
横
行
」
に
つ
い
て
は
、
不
詳
で
あ
っ
た
が
、
次
の

二
ヶ
所
の
記
事
が
注
目
さ
れ
る
。

○
寛
正
三
年
（
一
四
六
一
）
二
月
五
日
条

五
ヶ
所
横
行
木
辻
郷
、
上
京
荷
物
申
入
子
細
之
間
、
召
籠
之
、
於
住
屋
者

破
却
了
、

こ
こ
で
は
、
五
ヶ
所
木
辻
郷
の
横
行
が
、
上
洛
の
荷
の
事
に
携
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

○
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
八
月
十
四
日
条

五
ヶ
所
横
行
、
成
就
院
之
馬
入
草
事
、
毎
日
四
荷
也
、
然
ニ
一
段
歎
申

間
、
五
尺
二
寸
ノ
ナ
ワ
ニ
テ
シ
メ
テ
三
荷
分
ニ
治
定
了
、
若
是
ニ
向
後
申

子
細
者
、
可
為
四
荷
之
由
、
故
野
田
東
口
入
ニ
テ
落
居
云
々
、
昨
日
入
草

事
三
荷
分
致
其
沙
汰
、
縄
ニ
テ
シ
ム
ヘ
カ
ラ
ス
云
々
、
色
々
及
悪
口
テ
、

五
ヶ
所
者
共
致
緩
怠
云
々
、
此
子
細
成
就
院
歎
申
入
之
間
、
主
典
・
仕
丁

・
五
人
・
力
者
二
人
・
定
使
一
人
京
ハ
テ
ノ
五
ヶ
所
ニ
付
之
了
、
以
外
迷

惑
了
、
種
々
歎
申
入
之
間
、
以
請
文
向
後
事
落
居
、
使
料
事
依
歎
申
入
、

五
十
疋
出
之
云
々
、
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こ
の
事
件
は
「
五
ヶ
所
の
横
行
」
が
、
成
就
院
の
馬
入
草
の
荷
運
送
を
緩
怠

し
た
と
い
う
。
成
就
院
か
ら
の
訴
え
に
よ
っ
て
「
主
典
・
仕
丁
五
人
、
力
者
二

き
ょ
う
ば
て

人
、
定
使
一
人
」
が
京
終
の
五
ヶ
所
の
許
に
派
遣
さ
れ
、
罪
科
に
処
そ
う
と
し

た
所
、
種
々
歎
き
入
り
、
請
文
を
提
出
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
「
五
ヶ
所
の
横
行
」
が
「
馬
入
草
の
荷
」
運
搬
に
携
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。

す
な
わ
ち
「
横
行
」
と
は
手
段
が
馬
か
牛
か
不
詳
で
あ
る
が
、
上
洛
の
荷
や

馬
入
草
の
荷
を
運
搬
す
る
人
々
を
指
す
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
一

種
の
運
送
業
者
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

河
原
者

中
世
の
京
都
や
奈
良
で
、
河
原
に
居
住
す
る
人
々
を
「
河
原
者
」
と
呼
ん
で

い
る
。
彼
等
は
河
原
の
土
石
を
用
い
て
庭
園
を
作
事
し
た
り
、
死
牛
馬
の
処
理

を
し
て
い
た
。

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
は
、
京
都
の
河
原
者
と
奈
良
の
河
原
者
の
記
述

が
あ
る
。
京
都
か
ら
有
名
な
善
阿
弥
を
は
じ
め
と
す
る
河
原
者
集
団
が
、
将
軍

邸
の
樹
木
を
求
め
下
向
し
て
い
る
。
大
乗
院
の
庭
園
作
事
も
河
原
者
善
阿
弥
が

実
施
し
て
い
る
。

○
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
閏
正
月
三
日
条

河
原
者
来
、
木
共
検
知
之
、
糸
桜
一
本
、
白
槙
一
本
可
進
云
々
、
酒
等
給

之
了
、

○
長
禄
二
年
閏
正
月
四
日
条

（
知
）

為
木
検
智
、
内
山
・
釜
口
両
所
へ
、
京
都
御
奉
書
并
河
原
者
召
遣
了
、
寛

円
同
下
之
者
也
、
馬
己
心
寺
ニ
テ
借
用
之
、

○
長
禄
二
年
閏
正
月
五
日
条

釜
口
ノ
使
帰
参
ス
、
木
注
文
、
霊
山
院
岡
松
四
本
・
五
葉
一
本
、
以
上
、阿

弥
陀
院
岡
松
四
本
、
以
上
、文
珠
院
同
松
一
本
笠
五
ア
リ
、
柿
一
本
、
以
上
、

（
竺
）

つ
つ
じ

成
就
院
白
槙
二
本
、
以
上
、明
王
院
南
天
笠
カ
フ
一
本
、
岩
躑
躅
一

本
、
以
上
、窪
院
五
葉
一
本
笠
五
ア
リ
、
以
上
、知
足
院
富
士
松
二
本
、
以
上
、

普
賢
堂
岡
松
二
本
、
白
槙
一
本
笠
五
、
以
上
、池
坊
松
一
本
、
以
上
、合
廿
二

本
云
々
、
悉
以
可
進
上
旨
申
足
之
、
云
上
使
云
河
原
者
以
下
、
悉
以
日
中

等
分
用
意
、
為
惣
山
給
之
云
々
、

河
原
者
ニ
ハ
二
百
疋
為
門
跡
可
被
下
之
由
ヲ
申
テ
、
二
結
分
上
使
ニ
可
渡

云
々
、
次
木
共
事
、
彼
寺
ヨ
リ
可
上
京
都
事
大
儀
者
也
、
為
門
跡
被
上
候

て
、
可
被
下
之
由
申
入
之
、
五
百
疋
分
御
礼
ヲ
可
令
申
云
々
、
誠
以
大
儀

者
也
、

（
中
略
）

御
使
以
下
ノ
沙
汰
同
釜
口
、
二
百
疋
、
茶
二
十
袋
河
原
者
ニ
給
之
云
々
、

上
乗
院
之
沙
汰
ナ
リ
云
々
、
次
百
疋
為
惣
山
申
入
御
礼
了
、

河
原
者
両
人
二
両
種
ニ
テ
酒
給
之
、
并
粮
物
三
百
疋
給
之
、
練
貫
一
重
同

給
之
了
、
河
原
者
名
ハ
ヒ
コ
三
郎
、
エ
モ
ン
云
々
、
畏
入
之
由
申
入
之
、

一
乗
院
ヨ
リ
ハ
二
百
疋
給
之
云
々
、

『大乗院寺社雑事記』に見る中世奈良の諸職人
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○
長
禄
二
年
閏
正
月
七
日
条

内
山
木
悉
到
来
了
、
彼
寺
ヨ
リ
持
進
之
、
人
夫
ハ
谷
ノ
者
歟
、
食
ハ
不
能

下
行
者
也
、

長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
閏
正
月
に
は
、
京
都
か
ら
河
原
者
の
集
団
が
大
和

国
内
へ
派
遣
さ
れ
て
、
釜
口
山
長
岳
寺
・
内
山
永
久
寺
な
ど
の
樹
木
を
検
知
、

京
都
へ
輸
送
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
将
軍
足
利
義
政
の
命
に
よ
っ
て
花
の
御
所

に
植
え
る
樹
木
を
徴
収
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
、
河
原
者
善
阿
弥
が
同
行
し
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、『
大
乗
院

寺
社
雑
事
記
』
長
禄
二
年
閏
正
月
五
日
条
に
は
、「
河
原
者
名
は
ヒ
コ
三
郎
、

エ
モ
ン
と
云
々
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。

河
原
者
善
阿
弥

善
阿
弥
は
、
京
都
の
河
原
者
出
身
で
あ
っ
た
。
河
原
は
無
領
主
の
地
で
あ

り
、
そ
こ
に
住
み
つ
い
た
人
々
は
、
葬
送
や
死
牛
馬
の
処
理
な
ど
に
あ
た
っ
た

が
、
善
阿
弥
の
よ
う
に
樹
石
を
用
い
て
作
庭
に
あ
た
る
山
水
河
原
者
も
い
た
。

善
阿
弥
が
、
初
め
て
史
料
の
上
に
現
わ
れ
る
の
は
、
長
禄
二
年
二
月
二
十
四

日
の
『
蔭
涼
軒
日
録
』
の
「
蔭
涼
庭
頭
、
葉
樹
を
栽
え
ら
れ
る
べ
き
由
仰
せ
出

さ
る
也
、
善
阿
尊
命
を
承
り
て
来
る
也
。」
と
い
う
記
事
で
、
将
軍
足
利
義
政

の
命
で
、
相
国
寺
蔭
涼
軒
の
庭
頭
に
植
栽
し
て
い
る
。

（
３
）

善
阿
弥
は
、『
鹿
苑
日
録
』
に
よ
る
と
、
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）
九
月

に
九
十
七
歳
で
没
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
誕
生
は
至
徳
三
年
（
一
三
八

六
）
と
推
定
さ
れ
る
。

善
阿
弥
は
京
都
の
ほ
か
奈
良
で
も
活
躍
し
て
い
る
。
寛
正
二
年
（
一
四
六

一
）
十
二
月
に
は
、
京
都
か
ら
奈
良
に
下
向
し
、
部
下
と
共
に
、
興
福
寺
・
菩

提
山
（
正
暦
寺
）、
内
山
（
永
久
寺
）・
釜
口
（
長
岳
寺
）
の
三
ヶ
寺
で
造
園
に

携
わ
っ
て
い
る
。

○
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
十
二
月
四
日
条

河
原
善
阿
ミ
来
、
当
院
木
共
検
知
、
柘
榴
一
本
・
柏
真
一
本
可
進
云
々
、

料
疋
二
百
疋
給
之
、
畏
入
云
々
、
成
就
院
五
葉
一
本
可
進
云
々
、
次
菩
提

山
・
内
山
・
釜
口
三
ヶ
寺
自
余
河
原
者
下
向
、
成
身
院
使
与
寛
円
両
人
相

副
了
、

○
寛
正
二
年
十
二
月
六
日
条

一
、
諸
山
寺
庭
木
注
文
一
紙
給
河
原
者
了
、

笠
三

二

五
葉
一
本
上
乗
院
、
白
槙
一
本
中
院
、

五白
槙
一
本

口
無
一
本
、
柘
榴
一
本
阿
ミ
タ
院
、

白
槙
一
本
薬
師
院
、
口
無
一
本
円
光
院
、

平
木
一
本
同
、

以
上
内
山

白
槙
一
本
一
心
院
、
同
一
本
宝
蔵
院
、
同
一
本
宝
光
院
、

以
上
菩
提
山

『大乗院寺社雑事記』に見る中世奈良の諸職人
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寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
十
二
月
、
大
和
へ
河
原
者
が
差
し
遣
わ
さ
れ
て
、

興
福
寺
大
乗
院
を
は
じ
め
、
菩
提
山
正
暦
寺
・
内
山
永
久
寺
・
釜
口
長
岳
寺
か

ら
植
木
を
徴
収
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
将
軍
足
利
義
政
の
命
に
よ
り
、
室
町
御

所
（
花
の
御
所
）
庭
園
造
園
の
た
め
の
庭
木
徴
収
と
解
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

仕
事
に
は
、
善
阿
弥
を
中
心
と
す
る
河
原
者
が
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。逆

に
京
都
か
ら
奈
良
に
招
か
れ
て
善
阿
弥
の
一
派
が
寺
社
の
庭
園
の
造
園
に

来
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
次
の
史
料
が
あ
る
。

○
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
七
月
五
日
条

一
、
中
院
庭
至
昨
日
了
、
善
阿
ミ
毎
日
三
十
疋
宛
并
引
物
二
千
疋
、
手
物

十
一
人
毎
日
一
人
別
二
十
疋
宛
、
引
物
惣
中
五
百
疋
下
行
云
々
、
八
九
日

此
木
共
可
被
植
之
之
問
、
善
阿
一
人
ハ
可
在
南
之
由
下
知
、
食
事
等
下
行

云
々
、

○
文
明
三
年
八
月
四
日
条

一
、
河
原
善
阿
ミ
住
屋
事
、
為
六
方
作
給
之
、
九
内
堂
之
東
地
事
申
請

之
、
不
可
有
子
細
旨
許
可
了
、

善
阿
弥
の
一
団
十
一
人
が
、
内
山
永
久
寺
の
庭
の
手
入
れ
、
お
よ
び
八
月
に

は
大
乗
院
門
跡
の
附
近
九
内
堂
の
東
の
地
に
住
居
を
与
え
ら
れ
て
、
興
福
寺
界

隈
の
庭
の
手
入
れ
を
実
施
し
て
い
る
。
現
在
残
る
大
乗
院
の
庭
園
な
ど
に
善
阿

弥
が
関
わ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

田
楽奈

良
の
田
楽
法
師
は
、
春
日
若
宮
祭
に
勤
仕
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。『
大

乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

○
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
十
一
月
二
十
七
日
条

田
楽
法
師
新
座
・
本
座
之
笛
以
下
四
人
参
了
、

縁
舜
法
眼
申
次
了
、

○
長
禄
二
年
十
一
月
二
十
八
日
条

後
日
猿
楽
如
例
、
四
座
ノ
猿
楽
皆
参
、
能
十
番
、
了
後
新
座
・
本
座
ノ
田

楽
又
如
常
云
々
、

田
楽
座
は
、
本
来
藤
原
氏
の
保
護
の
も
と
に
、
京
都
宇
治
を
本
拠
と
し
て
い

た
。
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
そ
の
本
拠
を
大
和
に
移
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
よ
る
と
、
田
楽
法
師
が
興
福
寺
に
出
仕
し
て
お

り
、
室
町
時
代
に
お
い
て
も
田
楽
座
が
大
和
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。長

禄
二
年
十
一
月
二
十
七
日
条
に
、
本
座
・
新
座
両
座
の
存
在
が
書
か
れ
て

お
り
、
同
十
一
月
二
十
八
日
条
で
、
春
日
若
宮
御
祭
の
後
日
猿
楽
に
、
猿
楽
四

座
と
と
も
に
、
本
座
・
新
座
の
田
楽
が
上
演
し
て
い
る
。
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○
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
十
一
月
二
十
九
日
条

夜
前
田
楽
法
師
与
猿
楽
喧
嘩
出
来
、
其
故
者
昨
日
後
日
猿
楽
ニ
田
楽
法
師

面
ヲ
ア
テ
了
、
猿
楽
方
事
外
腹
立
、
仍
田
楽
法
師
之
宿
ニ
押
寄
色
々
及
問

答
、
彼
面
ヲ
召
出
テ
打
破
了
云
々
、
田
楽
条
々
失
面
目
了
、
如
此
喧
嘩
之

間
、
実
専
長
舜
房
、
為
仲
人
罷
出
処
、
矢
ニ
ア
タ
リ
テ
今
日
他
界
了
、
不

知
矢
主
云
々
、
実
専
之
事
、
於
衆
中
者
随
分
ノ
用
人
也
、
不
便
々
々
、

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
十
一
月
二
十
九
日
条
に

は
、
田
楽
法
師
が
面
を
つ
け
て
猿
楽
法
師
と
喧
嘩
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

る
。
猿
楽
の
隆
盛
と
村
々
で
の
演
能
の
機
会
が
多
く
な
っ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、

田
楽
法
師
も
猿
楽
を
演
能
す
る
い
わ
ゆ
る
田
楽
能
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
に
と

も
な
っ
て
、
猿
楽
法
師
の
領
域
を
犯
す
こ
と
も
多
く
な
り
、
こ
の
よ
う
な
喧
嘩

が
起
こ
っ
た
と
解
釈
で
き
よ
う
。

○
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
十
一
月
二
十
四
日
条

田
楽
法
師
交
名
持
参
、
十
三
人
烈
参
、
各
腰
衣
、
清
賢
法
橋
付
衣
、
申
次

之
、
当
番
故
也
、
於
公
文
所
之
縁
上
請
取
之
、
法
師
原
同
堂
上
者
也
、
交

名
持
参
之
時
、
酒
肴
代
百
疋
可
有
下
行
之
由
申
入
之
、
無
其
例
之
旨
仰

了
、
重
而
可
参
之
旨
令
申
之
、

本
座

愛
乙
法
師

編
木

善
徳
ゝ
ゝ

編
木

愛
千
代
ゝ
ゝ

編
木
高
足
刀
玉

虎
松
ゝ
ゝ

編
木

福
増
ゝ
ゝ

笛

千
代
松
ゝ
ゝ

小
鼓
高
足
刀
玉

藤
松
ゝ
ゝ

編
木

千
松
ゝ
ゝ

大
鼓

虎
若
ゝ
ゝ

大
鼓

松
若
ゝ
ゝ

同

�
藤
ゝ
ゝ

編
木

千
代
夜
叉
ゝ
ゝ

太
鼓

才
松
ゝ
ゝ

大
鼓

以
上
杉
原
折
紙
一
行
二
書
之
者
也

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
十
一
月
十
四
日
条
に
よ

る
と
、
本
座
田
楽
が
大
和
で
健
在
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
。
し
か
も
十
三

人
が
大
乗
院
へ
列
参
、
交
名
を
提
出
し
て
い
る
。
愛
乙
法
師
以
下
十
三
名
の
名

前
の
わ
か
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

猿
楽奈

良
の
猿
楽
は
、
四
座
猿
楽
と
し
て
史
上
名
高
い
。
い
わ
ゆ
る
観
世
・
宝
生

・
金
春
・
金
剛
の
四
座
で
あ
る
。
南
都
の
各
種
法
会
に
演
能
す
る
が
、
特
に
二

月
の
薪
猿
楽
と
十
一
月
の
春
日
若
宮
祭
は
、
恒
例
の
勤
仕
で
あ
っ
た
。

大
和
四
座
の
猿
楽
は
、
京
都
の
法
成
寺
や
法
勝
寺
に
奉
仕
し
た
猿
楽
者
と
同

様
、
大
和
の
大
寺
社
の
修
正
会
・
修
二
会
に
か
か
わ
る
寺
辺
の
猿
楽
者
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

○
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
十
一
月
二
十
八
日
条

後
日
猿
楽
如
例
、
四
座
ノ
猿
楽
皆
参
、
能
十
番
、
了
後
新
座
、
本
座
ノ
田

『大乗院寺社雑事記』に見る中世奈良の諸職人
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楽
又
如
常
云
々
、

春
日
若
宮
御
祭
に
は
、
翌
日
後
日
猿
楽
が
行
な
わ
れ
、
四
座
（
観
世
・
宝
生

・
金
春
・
金
剛
）
が
演
能
す
る
の
が
恒
例
で
あ
っ
た
。

○
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
八
月
十
日
条

天
満
祭
礼
宇
治
猿
楽
藤
松
大
夫
参
ス
、
自
酉
剋
芸
能
初
之
至
子
剋
了
、
一

献
予
沙
汰
之
、
安
位
寺
殿
御
見
物
、
猿
楽
兒
愛
千
代
丸
、
召
出
之
、
酒
器

及
度
々
其
興
ア
ル
者
也
、
此
外
座
兒
一
両
人
有
之
云
々
、

長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
八
月
十
日
の
天
満
神
事
に
宇
治
猿
楽
座
の
藤
松
大

夫
が
出
仕
し
て
い
る
が
、
大
乗
院
の
尋
尊
、
安
位
寺
経
覚
ら
が
見
物
し
、
猿
楽

の
稚
児
愛
千
代
丸
を
招
い
て
酒
宴
を
催
し
て
い
る
。

○
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
正
月
二
十
一
日
条

猿
楽
亀
来
、
去
十
四
日
公
方
松
奏
、
観
世
音
阿
弥
致
其
沙
汰
云
々
、

○
寛
正
二
年
正
月
二
十
三
日
条

昨
日
猿
楽
藤
松
大
夫
来
、
扇
一
本
給
之
、

毎
年
正
月
に
は
、
猿
楽
者
の
大
夫
ら
が
、
尋
尊
の
許
に
参
賀
す
る
の
が
恒
例

ま
つ
ば
や
し

の
よ
う
で
あ
り
、
観
世
座
音
阿
弥
が
将
軍
邸
で
松
奏
を
演
じ
た
と
伝
え
て
も
い

る
。

（
４
）

薪
猿
楽
に
四
座
が
演
能
す
る
史
料
は
、
数
多
く
存
在
す
る
が
、
代
表
的
な
例

を
次
に
あ
げ
よ
う
。

○
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
二
月
条

八
日
、
自
今
日
薪
猿
楽
始
之
、
金
晴
・
金
剛
参
云
々
、
珍
事
以
外
次
第

也
、
一
向
六
方
申
沙
汰
、
学
侶
又
同
心
、
衆
徒
承
引
条
殊
更
筒
井
律
師
越

度
也
、

十
二
日
、
観
世
座
参
社
頭
、
三
座
ハ
南
大
門
参
了
、

十
三
日
、
四
座
於
南
大
門
芸
能
、
今
日
ハ
宝
生
触
穢
之
間
不
参
社
頭
故

也
、

十
四
日
、
薪
猿
楽
四
座
皆
参
、
至
今
日
七
ヶ
月
修
之
了
、

毎
年
二
月
の
薪
猿
楽
（
薪
能
）
に
は
、
四
座
猿
楽
が
演
能
す
る
の
が
恒
例
で

あ
っ
た
。
こ
の
年
二
月
十
三
日
は
、
宝
生
座
が
触
穢
の
た
め
不
参
で
あ
っ
た

が
、
十
四
日
か
ら
七
ヶ
日
四
座
皆
参
で
あ
っ
た
と
い
う
。

南
大
門
に
お
い
て
芸
能
が
行
な
わ
れ
、
衆
徒
等
が
見
物
し
て
い
る
。『
大
乗

院
寺
社
雑
事
記
』
に
は
、
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
か
ら
明
応
四
年
（
一
四
九

五
）
ま
で
の
薪
猿
楽
の
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。

盲
僧『

大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
お
け
る
盲
僧
に
注
目
し
た
小
熊
譲
氏
は
、「
中
世
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後
期
に
お
け
る
奈
良
の
盲
人
に
つ
い
て
│
│
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
を
中
心

（
５
）

に
│
│
」
を
著
わ
し
て
い
る
。
小
熊
氏
に
よ
る
と
、
当
道
や
地
神
盲
僧
の
座
以

外
に
、
呪
術
的
な
力
を
期
待
さ
れ
た
盲
人
の
集
団
が
あ
っ
た
。

○
長
禄
元
年
（
一
四
五
七
）
十
二
月
十
四
日
条

芝
辻
子
ニ
行
善
ト
云
盲
目
ニ
人
夫
役
事
為
郷
人
懸
催
間
、
就
大
行
事
歎
申

入
間
、
可
聞
旨
郷
人
ニ
仰
付
了
、
奉
行
継
舜
上
座
、

こ
の
記
事
に
よ
り
、
盲
人
は
「
人
夫
役
」
を
課
せ
ら
れ
な
い
特
殊
な
身
分
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

○
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
正
月
十
日
条

一
、
盲
目
参
賀
了
、
申
次
隆
舜
法
橋
付
衣
、
下
御
所
ノ
南
庭
上
ニ
テ
在
此

儀
、
莚
并
酒
肴
事
昨
日
ヨ
リ
修
理
目
代
ニ
仰
付
云
々
、
去
年
炎
旱
ノ
間
、

酒
肴
半
分
三
百
文
下
行
之
云
々
、
悦
言
後
上
林
廿
合
出
之
了
、
其
次
第
如

去
年
也
、

○
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
正
月
十
一
日
条

一
、
盲
目
参
賀
、
奉
行
弉
舜
寺
主
付
衣
、
祝
言
之
後
上
林
丗
合
入
長
櫃
テ

出
之
、
木
守
両
人
持
之
、
莚
廿
枚
計
并
酒
肴
代
依
炎
旱
半
分
三
十
疋
、
自

修
理
目
代
出
之
云
々
、
御
力
者
一
両
人
直
垂
ニ
テ
候
了
、
次
第
等
如
去

年
、

○
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
正
月
七
日
条

盲
目
参
賀
如
例
、
奉
行
継
舜
法
眼
付
衣
、
十
合
果
子
入
櫃
、
座
法

師
直
垂
、
昇
之
出
、
木
守
著
袴
、
支
配
之
、
莚
修
理
木
守
持
参
、
酒
肴
代

半
済
歟
、
三
百
文
下
行
之
、
御
力
者
一
人
末
歟
、
直
垂
、
参
申
、
各
役
者

所
出
等
兼
日
ニ
仰
付
之
、
盲
目
兼
日
伺
申
、
今
日
之
由
仰
之
、
今
日
十
六

人
参
申
、
御
中
屋
果
子
取
出
事
、
上
北
面
番
并
下
北
面
番
等
、
入
長
櫃
給

座
法
師
了
、
芸
能
之
後
退
出
了
、

毎
年
正
月
に
は
、
大
和
の
盲
目
集
団
が
、
大
乗
院
へ
参
賀
す
る
の
が
恒
例
で

あ
っ
た
。
大
乗
院
南
庭
に
莚
を
敷
き
、
祝
言
の
後
、
上
林
（
果
物
）
や
酒
肴
を

出
す
の
が
恒
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
盲
目
参
賀
は
、
正
月
の
祝
言
を
述
べ
る
の
が

目
的
で
あ
り
、
盲
人
の
呪
術
的
な
能
力
が
期
待
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
当
道
と
し
て
の
盲
人
の
記
事
も
見
ら
れ
る
。

○
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
七
月
二
十
日
条

卜
一
検
校
去
十
八
日
罷
下
、
六
十
日
在
京
、
廿
一
ヶ
度
ニ
平
家
一
部
於
公

方
相
語
之
、
御
陣
様
以
外
子
細
共
、
於
東
北
院
相
語
旨
吉
田
申
之
、
今
日

寺
住
以
下
物
共
越
請
東
北
院
活
計
云
々
、

卜
一
検
校
は
、
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
二
月
に
死
去
す
る
平
家
琵
琶
の

法
師
で
、
た
び
た
び
大
乗
院
に
来
て
い
る
。
文
明
二
年
七
月
に
は
京
に
下
り
六

十
日
間
在
京
、
将
軍
邸
に
於
い
て
二
十
一
回
平
家
を
語
る
と
語
っ
て
い
る
。
ほ
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か
に
重
一
、
増
一
検
校
も
大
乗
院
に
出
入
し
て
い
る
。

○
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
十
月
三
日
条

一
、
権
中
納
言
局
相
具
若
君
両
人
、
昨
日
被
下
向
、
為
見
参
参
成
就
院

了
、
卜
一
検
校
・
増
一
ヽ
ヽ
両
参
、
平
家
於
御
前
語
之
、

応
仁
二
年
十
月
に
は
、
権
中
納
言
局
が
相
具
す
若
宮
両
人
が
、
卜
一
検
校
・

増
一
検
校
両
名
の
語
る
平
家
琵
琶
を
聴
い
て
い
る
。

従
っ
て
卜
一
・
重
一
・
増
一
検
校
な
ど
は
、
大
乗
院
近
辺
に
住
居
を
持
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

○
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
三
月
二
十
日
条

一
、
惣
検
校
卜
一
入
滅
、
於
薬
師
院
辻
子
也
、
不
便
々
々
、

卜
一
検
校
は
文
明
十
一
年
三
月
二
十
日
入
滅
し
た
と
尋
尊
の
許
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
。「
薬
師
院
辻
子
」
に
お
い
て
入
滅
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
晩
年
の
住

居
は
奈
良
市
中
薬
師
院
辻
子
に
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

○
文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
二
月
二
十
二
日
条

昨
日
一
国
中
盲
目
共
蜂
起
、
三
百
人
計
有
之
、
吹
筒
テ
寄
来
、
般
若
寺
平

野
・
筒
井
成
身
院
咒
詛
云
々
、
先
日
彼
方
物
共
、
於
平
野
辺
盲
目
打
殺

了
、
然
之
間
如
此
致
其
沙
汰
云
々
、
又
自
彼
方
足
軽
共
罷
出
追
払
之
間
、

又
手
負
之
盲
目
済
々
出
来
云
々
、
為
彼
方
不
吉
事
也
、
先
年
於
福
住
如
此

事
在
之
而
福
住
令
生
涯
了
、
不
思
議
々
々
々
、

文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
二
月
に
は
、「
一
国
中
の
盲
目
共
蜂
起
」
の
事

件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
三
百
人
の
盲
人
が
筒
を
吹
い
て
寄
せ
来
た
っ
た
と
あ
る

の
で
、
吹
矢
を
武
器
に
用
い
て
い
た
と
も
解
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
般
若
寺
平

野
・
筒
井
成
身
院
の
衆
徒
ら
が
盲
人
一
人
を
打
殺
し
た
事
件
へ
の
報
復
と
考
え

ら
れ
、
さ
ら
に
盲
人
ら
に
犠
牲
者
（
負
傷
者
）
が
出
た
た
め
、
尋
尊
は
「
彼
方

の
た
め
不
吉
の
事
也
」
と
し
て
い
る
。
盲
人
が
い
わ
ば
神
聖
視
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

経
師経

典
を
製
作
す
る
も
の
を
経
師
と
い
う
。

京
都
の
大
経
師
な
ど
は
、
暦
を
木
版
に
印
刷
し
て
い
る
が
、
奈
良
で
は
暦
は

陰
陽
師
の
仕
事
で
あ
っ
て
、
経
師
は
そ
れ
に
は
従
事
し
て
い
な
い
。

○
文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）
十
二
月
晦
日
条

一
、
経
師
御
経
一
巻
進
之
、

と
あ
る
よ
う
に
、
奈
良
の
経
師
は
文
字
通
り
経
典
の
製
作
者
で
あ
っ
た
。

○
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
九
月
七
日
条

大
般
若
経
料
紙
三
十
五
束
分
、
経
師
方
ニ
渡
之
、
此
内
五
束
ハ
経
師
方
ニ

給
之
、
可
用
意
云
々
、
三
十
束
ハ
極
楽
坊
ニ
預
之
、
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（
中
略
）

経
師
ニ
条
々
仰
付
子
細
、

一
、
料
紙
能
々
可
打
之
事
肝
要
也
、

一
、
黄
皮
ニ
テ
可
染
之
、
相
構
不
可
入
口
無
事
、

一
、
ノ
リ
ノ
事
、
以
古
米
可
沙
汰
、
新
米
不
可
叶
事
、

一
、
表
紙
ハ
ナ
シ
地
黄
紙
、
転
ヒ
ホ
如
常
、

一
、
形
木
文
字
不
見
分
ハ
可
書
継
之
間
、
ケ
ヲ
カ
ク
ヘ
シ
、

一
、
初
缺
十
巻
、
結
缺
十
巻
、
先
以
早
々
可
沙
汰
事
、

文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
九
月
七
日
条
に
よ
る
と
、
経
典
製
作
の
実
態
が
わ

か
る
。「
大
般
若
経
」
の
料
紙
は
興
福
寺
か
ら
経
師
方
に
渡
さ
れ
た
。

大
乗
院
門
跡
か
ら
は
、
経
師
方
に
対
し
、「
料
紙
を
能
く
打
ち
な
め
す
こ

と
、
黄
皮
に
て
染
め
る
こ
と
、
古
米
を
用
い
て
糊
を
作
る
こ
と
、
表
紙
は
無
し

で
地
は
黄
紙
、
転
ヒ
ボ
（
紐
カ
）
を
用
い
る
こ
と
、
初
缺
十
巻
・
結
缺
十
巻
を

早
々
製
作
す
る
こ
と
」
等
を
注
文
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

油
寄
人

油
座
商
人
は
燈
油
を
本
所
に
献
納
し
て
公
役
免
除
の
特
権
を
得
、
か
つ
そ
の

余
剰
を
販
売
し
た
。
鎌
倉
時
代
、
大
和
に
は
興
福
寺
一
乗
院
油
座
寄
人
と
大
乗

院
寄
人
の
符
坂
油
座
が
あ
っ
た
が
、
春
日
散
在
神
人
を
兼
ね
た
符
坂
油
座
が
勢

威
を
ふ
る
い
、
奈
良
一
帯
の
油
専
売
権
を
も
っ
て
い
た
。
室
町
時
代
に
な
る

と
、
矢
（
八
）
木
胡
麻
仲
買
座
が
農
村
部
を
中
心
に
発
展
し
、
符
坂
油
座
は
奈

良
市
中
や
寺
社
へ
の
献
納
を
中
心
と
し
た
。

以
下
に
、
関
連
資
料
を
検
討
し
よ
う
。

○
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
十
月
二
十
六
日
条

先
日
符
坂
油
座
申
入
云
、
箸
尾
油
売
近
年
於
奈
良
中
テ
分
買
売
候
、
只
今

箸
尾
と
衛
門
三
郎
分
買
売
之
間
、
油
一
荷
取
之
候
処
、
鳥
屋
備
中
披
官
候

之
由
申
候
間
、（
中
略
）

次
於
油
座
衆
者
、
自
寺
門
又
諸
役
皆
免
也
、
神
木
御
入
洛
時
致
忠
節
故
也

云
々
、
但
於
門
跡
方
者
、
自
然
大
用
之
時
、
人
夫
等
事
ハ
以
別
段
之
儀
可

罷
出
旨
仰
時
、
人
夫
ニ
出
者
也
、
於
寺
門
者
一
向
皆
免
也
、
當
門
跡
油
・

社
頭
油
申
出
之
者
也
、
就
中
河
内
国
木
村
油
売
又
当
門
跡
寄
人
也
、
子
細

同
前
符
坂
也
、
符
坂
与
木
村
両
座
外
ハ
、
奈
良
中
買
売
事
ハ
不
可
叶
事

也
、
仍
座
衆
等
毎
度
及
訴
訟
者
也
、

長
禄
二
年
十
月
、
符
坂
油
寄
人
ら
が
、
箸
尾
油
売
が
奈
良
市
中
で
売
買
し
た

こ
と
を
大
乗
院
に
訴
え
出
た
。
大
乗
院
尋
尊
は
、
大
乗
院
門
跡
の
寄
人
で
あ
る

符
坂
油
寄
人
は
、
寺
門
の
諸
役
皆
免
で
あ
る
こ
と
、
符
坂
油
寄
人
と
河
内
木
村

油
売
は
共
に
門
跡
寄
人
で
あ
る
と
し
、
こ
の
両
座
以
外
は
奈
良
市
中
で
の
油
売

買
を
禁
じ
て
い
る
。

○
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
八
月
十
六
日
条

当
門
跡
油
寄
人
矢
木
住
人
等
訴
申
入
、
森
屋
ノ
住
人
近
日
任
雑
意
、
於
矢
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ご

ま

木
苣
木
実
等
売
買
之
、
更
以
無
先
例
之
由
訴
申
入
、
仍
森
屋
公
文
方
ニ
可

止
売
買
之
由
成
奉
書
了
、

矢
木
座
油
座
寄
人
が
森
屋
住
人
が
矢
木
に
お
い
て
苣
木
実
を
売
買
す
る
と
し

て
大
乗
院
へ
訴
え
出
て
い
る
。

こ
の
史
料
に
よ
り
矢
木
に
大
乗
院
門
跡
の
油
寄
人
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

○
長
禄
四
年
閏
九
月
十
六
日
条

今
度
符
坂
油
取
事
、
相
乱
以
外
事
也
、
如
此
之
間
、
向
後
事
可
為
如
何
哉

之
間
、
為
座
衆
生
涯
者
也
、
然
而
自
成
身
院
申
入
趣
ハ
、
於
盗
売
油
者
可

取
之
、
自
然
召
上
油
有
之
者
、
以
札
可
召
寄
候
、
無
其
儀
者
可
押
取
之

由
、
可
有
座
衆
等
御
下
知
之
由
申
入
之
間
、
門
跡
力
者
并
名
主
定
使
、
成

身
院
使
両
三
人
ヲ
以
符
坂
衆
ニ
仰
触
了
、
自
然
又
称
成
身
院
札
、
寄
事
於

左
右
申
者
有
之
者
、
令
同
道
、
於
成
身
院
テ
可
一
決
之
由
仰
触
了
、
此

条
々
成
身
院
申
入
故
也
、
座
衆
等
事
外
畏
入
云
々
、

符
坂
の
油
神
人
と
そ
れ
を
管
轄
す
る
興
福
寺
成
身
院
と
の
争
論
が
、
長
禄
四

年
（
一
四
六
〇
）
閏
九
月
に
起
こ
っ
て
い
る
。
大
乗
院
門
跡
か
ら
は
、
力
者
な

ら
び
に
名
主
定
使
と
成
身
院
使
を
符
坂
に
遣
わ
し
て
、
争
論
の
解
決
を
は
か
っ

て
い
る
。

○
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
七
月
十
五
日
条

符
坂
油
寄
人
注
進
之
、
御
油
寄
人
令
郎
四
郎
男
為
沙
汰
、
地
下
人
次
郎
五

郎
に
令
殺
害
、
則
於
次
郎
四
郎
者
遂
電
不
知
行
方
之
由
、
座
衆
等
注
進
申

了
、
次
郎
五
郎
ハ
当
時
者
成
身
院
法
印
光
宣
披
官
也
、
本
主
ハ
越
智

云
々
、
則
殺
害
人
次
郎
四
郎
之
在
所
為
検
断
、
御
下
部
徳
力
・
徳
陣
・
慶

万
、
御
後
見
使
左
近
次
郎
男
仰
遣
了
、
然
而
自
衆
中
次
公
人
中
綱
慶
忍
専

（
納
）

当
以
下
能
所
両
人
、
住
宅
令
検
封
之
間
、
於
門
跡
使
者
罷
退
了
、
此
条
存

外
次
第
也
、
於
次
郎
五
郎
住
屋
者
、
為
衆
中
可
致
其
沙
汰
、
於
寄
人
者
為

門
跡
可
沙
汰
事
也
、
所
詮
衆
中
之
検
封
に
切
捨
、
為
門
跡
任
有
限
旨
可
沙

（
意
カ
）

汰
之
由
、
仰
合
成
身
院
之
処
、
□
見
ハ
慶
忍
専
当
検
封
致
其
沙
汰
歟
、
被

仰
尋
依
申
状
可
有
御
沙
汰
以
外
事
也
、
早
々
為
門
跡
可
沙
汰
直
之
由
加
下

知
、
慶
忍
申
入
趣
ハ
、
畏
入
候
、
不
及
覚
悟
致
其
沙
汰
候
、
御
自
専
事
候

者
無
子
細
事
候
、
今
夜
事
ハ
夜
隠
之
間
、
明
日
次
参
上
可
蒙
仰
云
々
、
及

亥
剋
之
間
、
今
夜
事
無
事
是
非
儀
者
也
、

寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
七
月
十
五
日
に
は
、
符
坂
油
寄
人
の
次
郎
四
郎
が

殺
人
事
件
を
起
こ
し
て
、
逃
亡
し
た
。
こ
の
事
件
の
処
分
を
め
ぐ
っ
て
興
福
寺

衆
中
と
大
乗
院
門
跡
の
対
立
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
大
乗
院
門
跡
尋
尊
は
、

「
寄
人
は
門
跡
の
沙
汰
で
あ
る
。」
と
し
て
解
決
を
は
か
っ
て
い
る
。

○
文
明
元
年
（
一
四
六
九
）
十
二
月
二
十
六
日
条

矢
木
中
買
衆
与
符
坂
本
座
衆
相
論
争
在
之
、
自
矢
木
座
荷
共
押
留
之
、
応
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永
十
二
年
�
文
在
之
間
、
十
市
・
楢
原
・
箸
尾
方
ニ
仰
遣
之
、
矢
木
座
衆

彼
面
々
披
官
故
也
、
各
相
尋
可
申
入
云
々
、
先
日
成
奉
書
、
今
日
返
事
到

来
、

文
明
元
年
に
は
、
矢
木
仲
買
衆
と
符
坂
本
座
衆
の
間
で
、
矢
木
座
衆
が
符
坂

本
座
衆
の
荷
を
押
し
留
め
る
と
し
て
争
論
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
争
論
は
文

明
二
年
ま
で
続
い
て
お
り
、
矢
木
座
が
違
乱
を
な
す
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い

る
。

○
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
四
月
十
四
日
条

ご

ま

古
市
筑
前
守
来
、
符
坂
油
座
衆
申
他
国
荷
事
、
古
麻
木
実
等
符
坂
へ
持
入

分
ハ
、
為
矢
木
座
不
可
成
違
乱
候
、
其
外
別
在
所
ヘ
持
入
事
候
ハ
ヽ
、
如

何
様
に
候
目
付
ヲ
モ
付
候
て
、
為
矢
木
座
商
人
荷
ヲ
可
落
取
之
由
、
可
有

御
成
敗
旨
申
堅
候
、
於
此
趣
早
々
矢
木
座
ニ
可
有
仰
下
知
云
々
、
仍
十

市
、
楢
原
代
官
召
之
了
、

○
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
九
月
十
二
日
条

河
内
木
村
油
座
衆
申
、
於
法
花
寺
商
売
事
、
不
可
然
旨
本
座
申
之
荷
共
押

留
了
、
可
有
成
敗
云
々
、
此
条
於
門
跡
不
能
覚
悟
、
先
以
寺
門
向
之
名
主

共
ニ
可
申
之
由
仰
奉
行
了
、
西
法
院
・
円
満
院
・
蓮
華
院
之
学
順
房
・
古

市
以
下
、
自
木
村
年
貢
取
之
仁
也
、
何
等
専
可
計
略
事
也
、
殊
更
法
花
寺

事
ハ
七
大
寺
内
也
、
於
当
門
跡
無
殊
由
緒
者
也
、

文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
頃
か
ら
は
、
河
内
国
木
村
油
座
の
大
和
国
進
出

に
と
も
な
う
争
論
が
起
こ
っ
て
お
り
、
符
坂
油
座
か
ら
木
村
油
座
の
荷
を
押
し

留
め
て
い
る
。
し
か
し
木
村
油
座
の
荷
は
法
花
寺
の
管
轄
下
で
の
商
売
と
し
て

認
め
て
い
る
。

塩
座塩

の
売
買
も
正
願
院
を
本
座
と
す
る
塩
座
が
独
占
権
を
握
っ
て
い
た
。
問
屋

が
四
ヵ
所
あ
り
、
こ
れ
以
外
の
売
買
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ほ
か
に
、
荷
物
と
し
て
の
塩
駄
を
運
送
す
る
「
塩
駄
問
職
」
が
大
乗
院
の
座

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

○
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
閏
二
月
十
九
日
条

正
願
院
塩
座
本
座
衆
、
連
参
、
問
屋
三
ヶ
所
當
時
四
ヶ
所
也
、
此
問
屋
外
ニ
ハ

不
可
売
事
也
、
然
而
近
年
任
雅
意
所
々
買
売
云
々
之
由
歎
申
入
之
、

（
中
略
）

本
座
掟
法
ハ
、
堺
以
下
所
々
ヨ
リ
ノ
塩
、
問
屋
エ
持
入
テ
於
問
屋
而
外
様

二
十
方
売
之
、
以
升
計
売
、
此
問
屋
之
外
ハ
奈
良
中
一
向
停
止
者
也
、
シ

タ
ミ
ノ
座
掟
法
ハ
、
フ
リ
売
ニ
町
々
ヲ
売
也
、
於
屋
内
不
売
之
者
也
、
仍

座
衆
人
数
定
也
、
然
而
只
今
本
座
訴
訟
ハ
、
シ
タ
ミ
ノ
座
者
於
屋
内
如
本

座
任
雅
意
致
売
買
之
間
、
歎
申
入
者
也
、
又
シ
タ
ミ
ノ
座
ニ
モ
不
入
輩

少
々
売
買
仁
任
之
、
同
停
止
之
、

又
本
座
問
屋
ヨ
リ
塩
ヲ
請
取
テ
、
於
市
屋
形
市
ノ
日
売
之
事
在
之
、
南
市
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・
北
市
当
時
中
市
如
此
、
是
ハ
市
座
役
ヲ
令
沙
汰
テ
、
市
日
計
売
之
、
本

座
ヨ
リ
許
可
也
、
於
屋
内
不
可
売
云
々
、

又
東
大
寺
領
ニ
今
在
家
以
下
ニ
塩
売
在
之
、
本
座
ニ
モ
非
、
シ
タ
ミ
ニ
モ

非
也
、
自
本
座
問
屋
塩
ヲ
請
取
テ
、
於
屋
内
売
買
、
近
年
沙
汰
也
、
此
条

不
可
然
事
也
、
当
門
跡
座
衆
外
奈
良
中
ニ
不
可
有
上
者
、
堅
可
停
止
上

者
、
自
問
屋
不
可
出
之
、
若
自
問
屋
許
可
仁
在
之
者
、
随
見
合
而
塩
ヲ
可

落
取
也
、
其
上
ニ
可
及
過
銭
沙
汰
旨
、
座
衆
等
ニ
昨
日
堅
以
加
下
知
了
、

畏
入
云
々
、

こ
の
記
事
に
よ
り
、
正
願
院
塩
座
が
本
座
で
あ
り
、
堺
か
ら
塩
を
入
手
売
買

し
て
い
る
こ
と
、
塩
座
以
外
の
商
人
が
塩
の
売
買
を
す
る
こ
と
を
大
乗
院
門
跡

が
禁
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

○
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
三
月
二
十
七
日
条

大
乗
院
座
塩
駄
問
職
事
、
春
幸
五
郎
時
春
、
以
由
緒
申
入
之
間
、
当
座
衆

方
先
日
以
寛
円
相
尋
之
、
不
可
有
子
細
之
由
申
入
之
間
、
今
日
宛
文
を
給

了
、
遣
継
舜
法
橋
方
、
内
々
申
入
故
也
、
多
聞
院
之
大
工
番
匠
云
々
、
筆

師
信
承
也
、
予
判
結
之
了
、
抑
此
駄
者
百
二
十
疋
也
、
平
群
郡
立
野
・
龍

田
・
世
屋
以
下
者
共
商
売
也
、
此
内
三
十
疋
ハ
一
乗
院
方
座
自
専
也
、
其

余
ハ
当
座
衆
大
乗
院
方
、
自
専
也
、（
中
略
）
此
問
ハ
大
乗
院
方
ハ
二
人
西
御
門
ニ

一
人
、
紀
寺

ニ
一
人
、

一
乗
院
ハ
一
人
柴
辻
ニ
在
之
云
々
、

こ
の
記
事
に
よ
り
、
塩
の
運
搬
に
携
わ
っ
た
人
々
が
塩
駄
問
屋
で
あ
り
、
現

せ

や

た
つ
の

た
つ
た

奈
良
県
生
駒
郡
三
郷
町
大
字
勢
野
（
世
屋
）・
立
野
お
よ
び
現
斑
鳩
町
龍
田
に

居
住
し
て
お
り
、
大
乗
院
方
・
一
乗
院
方
に
分
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

○
文
明
五
年
五
月
九
日
条

一
乗
院
殿
様
塩
座
等
謹
言
上

奈
良
中
塩
座
事
者
、
依
為
鄭
重
之
儀
、
就
子
孫
致
相
続
令
売
買
候
条
、
古

今
之
御
掟
旨
候
也
、
然
之
處
近
年
号
大
乗
院
殿
様
座
衆
、
三
良
五
郎
・
七

郎
次
郎
・
六
郎
四
郎
・
十
郎
・
平
六
以
下
輩
、
直
付
駄
塩
致
売
買
候
条
濫

吹
之
沙
汰
、
曽
以
無
先
規
之
題
目
候
、
殊
於
正
願
院
座
商
人
者
、
如
八
郎

次
良
男
荷
下
箕
分
所
々
於
往
来
可
致
商
候
處
、
於
只
今
者
如
居
座
一
円
於

家
内
売
買
段
、
太
以
無
其
謂
次
第
候
、
如
今
者
仰
座
零
落
不
可
有
其
疑

候
、
早
々
為
御
名
主
被
経
御
糺
明
、
任
先
規
被
停
止
横
入
輩
候
者
、
併
御

座
繁
昌
基
可
忝
畏
入
存
候
、
然
者
弥
々
御
所
役
等
可
致
殷
懃
沙
汰
候
者

也
、
仍
粗
言
上
如
件
、

芝
辻

文
明
五
年
癸巳
四
月
廿
二
日

正
乗

椿
井三

郎

文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
四
月
二
十
二
日
、
一
乗
院
の
塩
座
が
言
上
し
た
所

に
よ
る
と
、
大
乗
院
方
の
塩
座
と
号
す
三
良
五
郎
・
七
郎
次
郎
・
六
郎
四
郎
・

十
郎
・
平
六
以
下
の
輩
が
、
直
付
の
駄
塩
を
売
買
し
た
こ
と
が
先
例
な
し
と
し

て
訴
え
出
て
い
る
。
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こ
れ
に
よ
り
塩
座
に
も
一
乗
院
方
と
大
乗
院
方
の
双
方
が
あ
り
、
売
買
を
め

ぐ
っ
て
争
論
が
起
き
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

馬
借馬

借
は
馬
に
よ
っ
て
荷
物
を
運
搬
す
る
業
者
で
あ
り
、
山
城
国
に
「
木
津
馬

借
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
和
で
は
文
明
年
間
に
奈
良
の
問
屋
に
つ
く
塩
駄
は
一
条
院
座
・
大
乗
院
座

所
属
の
も
の
で
、
ま
た
八
木
に
は
長
享
元
年
（
一
四
八
七
）
に
は
駄
賃
座
が
あ

っ
て
他
所
の
馬
を
入
れ
な
か
っ
た
と
あ
る
か
ら
、
馬
借
専
業
者
の
座
が
形
成
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（『
國
史
大
辞
典
』）。

大
和
へ
出
入
り
す
る
馬
借
の
本
拠
地
が
木
津
に
あ
っ
た
。
木
津
は
木
津
川

（
泉
川
）
の
港
津
で
あ
り
、
奈
良
市
中
へ
の
荷
物
の
陸
揚
地
で
も
あ
っ
た
。

○
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
九
月
十
一
日
条

山
城
馬
借
令
集
会
木
津
高
座
、
可
責
南
都
歟
云
々
、
京
奈
良
之
道
不
可

通
、
珍
事
々
々
、

馬
借
は
し
ば
し
ば
馬
借
一
揆
を
お
こ
し
て
い
る
。

文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
馬
借
蜂
起
の
報
が
尋
尊
の
許
に
入
っ
て
い
る
。

「
南
都
攻
撃
」
の
恐
れ
と
京
奈
良
間
の
「
街
道
封
鎖
」
の
報
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

○
文
正
二
年
（
一
四
六
七
）
三
月
一
日
条

就
徳
政
事
、
木
津
土
民
致
緩
怠
之
間
、
来
月
ニ
可
有
発
向
之
由
、
寺
門
一

同
及
神
水
并
可
申
置
地
頭
云
々
、
就
其
尚
々
木
津
者
共
致
緩
怠
、
来
十
七

日
祭
礼
田
楽
装
束
共
、
自
京
都
申
下
処
、
可
相
支
之
由
支
度
及
合
戦

云
々
、
然
間
自
昨
日
木
津
以
下
山
城
与
当
所
一
向
不
通
云
々
、
珍
事
、

徳
政
を
求
め
る
徳
政
一
揆
を
起
こ
す
馬
借
側
と
そ
れ
を
攻
撃
鎮
圧
す
る
寺
門

側
の
戦
い
が
お
こ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
奈
良
と
木
津
を
結
ぶ
街
道
が
通
行
不

能
と
な
っ
て
い
る
。

○
応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
五
月
二
十
一
日
条

今
日
木
津
馬
借
帳
本
人
等
住
屋
可
発
向
之
旨
一
決
、
六
方
衆
并
近
所
衆
徒

・
国
民
等
并
筒
井
取
向
出
陣
之
処
、
木
津
一
庄
悉
逃
散
、

応
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
に
は
、
木
津
馬
借
の
張
本
の
住
屋
へ
衆
徒
ら
が
発

向
し
て
い
る
。
筒
井
ら
の
衆
徒
攻
撃
を
受
け
て
、
木
津
一
庄
こ
と
ご
と
く
逃
散

し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

○
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
八
月
二
十
四
日
条

今
曉
馬
借
寄
来
、
放
火
、
北
市
辺
歟
、
後
夜
時
分
也
、
神
人
共
ニ
料
足
懸

之
、
馬
借
之
所
為
也
、
仍
古
市
ニ
行
向
可
訴
訟
云
々
、
三
百
余
人
神
人

也
、
其
故
ハ
、
徳
政
事
自
倉
方
一
千
貫
取
之
、
然
上
者
馬
借
事
可
成
敗
事

也
、
無
沙
汰
故
如
此
、
希
代
之
新
儀
出
来
云
々
、
一
千
貫
之
内
七
百

『大乗院寺社雑事記』に見る中世奈良の諸職人

五三



貫
古
市
、
三
百
貫
西
、
取
之
云
々
、
於
土
民
之
所
存
者
、
尚
々
止
東
西
南

北
之
路
次
可
蜂
起
云
々
、
倉
方
ハ
以
此
分
令
満
足
所
存
歟
云
々
、
奈
良
中

之
迷
惑
珍
事
不
可
過
之
、

文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
八
月
二
十
四
日
、
馬
借
が
蜂
起
し
て
、
北
市
辺

が
放
火
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
徳
政
一
揆
で
あ
り
、
徳
政
を
認
め
る
代
り
に
倉

方
が
一
千
貫
文
の
得
分
を
取
っ
て
い
る
。
そ
の
倉
方
の
得
分
は
古
市
氏
へ
入
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
揆
の
た
め
東
西
南
北
の
通
路
が
止
め
ら
れ
奈
良
中
の
迷

惑
が
極
ま
り
な
き
状
態
で
あ
る
と
、
尋
尊
が
書
き
留
め
て
い
る
。

檜
物
座

檜
の
木
工
品
を
檜
物
と
い
い
、
そ
れ
を
製
作
す
る
人
々
の
座
「
檜
物
座
」
が

あ
っ
た
。

○
文
明
三
年
（
一
四
七
九
）
正
月
六
日
条

当
国
檜
物
座
事
同
相
語
之
、
近
日
争
論
出
来
、
サ
カ
手
座
ハ
檜
物
ヲ
十
方

ニ
持
売
座
、
号
箸
尾

座
歟
、
一
乗
院
方
寄
人
也
、
年
始
以
下
替
物
等
進
之
云
々
、

大
略
経
算
之
披
官
人
云
々
、

田
原
本
座
ハ
檜
物
ヲ
作
座
也
、
サ
カ
テ
座
以
下
ニ
売
之
主
也
、
大
乗
院
座

也
、
大
略
十
市
披
官
人
也
、
大
乗
院
方
年
貢
六
百
文
余
也
、
弉
舜
奉
行

之
、
近
来
無
沙
汰
云
々
、

今
度
両
座
相
論
ハ
、
吉
野
之
檜
物
ヲ
、
直
ニ
サ
カ
テ
座
ニ
買
之
テ
売
也
、

此
条
田
原
本
本
座
ノ
為
難
儀
之
間
、
可
停
止
之
由
令
申
之
、
猶
以
無
承
引

間
、
サ
カ
テ
座
者
ヲ
自
田
原
本
方
一
両
人
打
死
了
、
自
学
侶
色
々
及
問
答

云
々
、

所
詮
作
手
与
売
手
相
論
也
、

○
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
四
月
二
日
条

当
門
跡
檜
物
師
座
者
、
新
座
・
本
座
ト
テ
両
座
在
之
、（
中
略
）
近
来
本

座
衆
ハ
二
人
有
之
、
一
人
ハ
東
桶
井
五
郎
入
道
、
一
人
ハ
湯
屋
転
経
院
ノ

童
部
七
郎
丸
也

新
座
・
本
座
の
両
座
が
あ
っ
て
、
大
乗
院
領
東
桶
井
郷
等
は
職
人
が
居
住
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

○
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
四
月
九
日
条

檜
物
師
ハ
両
門
跡
之
座
両
流
也
、
近
日
当
門
跡
之
座
衆
八
九
人
在
之

云
々
、
人
数
不
足
、
多
少
依
時
者
也
、
如
一
切
座
也
、

○
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
十
二
月
二
十
三
日
条

両
門
檜
物
師
座
相
論
事
在
之
、
及
此
両
三
年
事
先
例
相
尋
之
、
一
乗
院
座

兄
部
水
門
実
光
言
上
分
、
辰
巳
小
路
ニ
大
乗
院
座
檜
物
師
左
衛
門
太
郎
男

早
世
之
間
、
其
子
次
郎
太
郎
器
用
躰
也
、

明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
四
月
九
日
条
に
よ
る
と
、
檜
物
師
は
大
乗
院
門
跡
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と
一
乗
院
門
跡
双
方
に
座
を
形
成
、
こ
の
年
大
乗
院
門
跡
下
の
檜
物
師
座
衆
は

八
・
九
人
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

又
、
翌
明
応
三
年
十
二
月
に
は
、
両
門
跡
の
檜
物
師
座
間
で
争
論
が
あ
り
跡

継
ぎ
を
め
ぐ
っ
て
座
衆
が
争
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

か
わ
ら
け

ざ

土
器
座

か
わ
ら
け

土
器
を
製
作
す
る
人
々
の
座
「
土
器
座
」
の
存
在
も
確
認
で
き
る
。

○
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
三
月
十
七
日
条

土
器
座
衆
訴
申
入
、
自
旧
冬
申
上
土
器
土
事
、
不
謂
権
門
・
高
家
之
領
知

掘
取
之
処
薬
師
寺
之
阿
ミ
タ
院
之
田
地
不
可
叶
之
由
申
追
上
了
、
阿
ミ
タ

院
申
分
ハ
、
於
畠
土
者
不
取
之
、
�
之
地
也
云
々
、
此
子
細
旧
冬
自
別
当

申
給
之
、
今
座
衆
申
分
ハ
、
郷
中
垣
内
之
畠
ハ
不
取
之
、
田
地
ニ
候
、

文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
三
月
、
土
器
座
衆
と
薬
師
寺
の
阿
弥
陀
院
と
で
土

器
土
の
掘
取
を
め
ぐ
っ
て
争
論
が
起
き
て
い
る
。
阿
弥
陀
院
は
畠
土
で
あ
る
の

で
取
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
が
、
座
衆
は
畠
土
は
取
っ
て
は
い
な
い
と
主
張

し
て
い
る
。

大
和
で
は
、
興
福
寺
大
乗
院
門
跡
所
属
の
赤
土
器
本
座
・
新
座
と
白
土
器

座
、
一
乗
院
門
跡
所
属
の
白
土
器
座
が
あ
っ
た
。（『
國
史
大
辞
典
』）

赤
土
器
座
の
作
手
は
東
大
寺
領
の
水
門
郷
と
大
乗
院
領
福
智
院
郷
の
両
所
に

居
住
し
て
お
り
、
水
門
郷
は
春
日
社
に
、
福
智
院
郷
は
大
乗
院
に
土
器
を
納
め

て
い
た
。
こ
の
両
郷
の
作
手
の
管
理
は
兄
部
が
当
た
り
、
そ
の
給
分
は
一
乗
院

領
内
在
田
庄
の
井
関
名
の
年
貢
で
あ
っ
た
。（
平
凡
社
『
奈
良
県
の
地
名
』）

あ
か
か
わ
ら
け

し
ろ
か
わ
ら
け

赤
土
器
は
色
の
赤
い
素
焼
き
の
器
、
白
土
器
は
白
い
色
を
し
た
素
焼
き
の
器

で
、
春
日
社
・
興
福
寺
供
物
の
器
と
し
て
用
途
が
あ
っ
た
。

○
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
三
月
二
十
三
日
条

か
わ
ら
け

西
京
瓦
器
座
衆
申
間
事
、
別
当
方
加
催
促
者
也
、
社
頭
神
供
朝
御
供
ハ
赤

土
器
、
夕
御
供
ヘ
白
土
器
云
々
、
白
土
器
料
所
神
人
取
納
之
、
座
衆
ニ
下

行
之
云
々
、
両
堂
・
南
円
堂
油
器
同
白
土
器
献
之
、
如
此
訴
訟
ハ
白
・
赤

申
合
、

春
日
社
頭
で
の
朝
御
供
は
赤
土
器
、
夕
御
供
は
白
土
器
、
さ
ら
に
興
福
寺
の

東
金
堂
・
西
金
堂
・
南
円
堂
の
油
器
は
白
土
器
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

結
び
に
代
え
て

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
職
人
が
登
場
す
る
。
室

町
時
代
成
立
と
推
定
さ
れ
る
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』（『
群
書
類
従
』
巻
五
〇

（
６
）

な
ど
）
が
あ
る
が
、
絵
画
資
料
と
し
て
の
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
に
対
し

て
、
文
献
資
料
と
し
て
お
そ
ら
く
最
も
詳
し
い
室
町
時
代
の
資
料
が
、
こ
の

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
た
職
人
は
、
大
工
・
塗
師
・
仏
師
・
絵
師
・
声
聞
師
・
河

『大乗院寺社雑事記』に見る中世奈良の諸職人

五五



原
者
・
田
楽
・
猿
楽
・
盲
僧
・
経
師
そ
の
他
油
寄
人
の
座
衆
・
塩
座
衆
・
馬
借

・
檜
物
座
衆
・
土
器
座
衆
等
で
あ
る
。

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
を
通
し
て
、
中
世
後
期
の
職
人
の
実
態
が
見
え
て

く
る
。

彼
ら
が
興
福
寺
大
乗
院
門
跡
・
一
乗
院
門
跡
と
い
う
一
大
権
門
の
支
配
下
に

お
い
て
、
賦
役
の
実
施
と
い
う
奉
公
を
す
る
代
り
、
商
工
業
の
利
権
を
得
て
い

た
。
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
に
従
事
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
興
福
寺
を
中
心

と
す
る
中
世
奈
良
の
支
配
者
層
に
と
っ
て
も
必
要
と
す
る
商
工
業
で
あ
っ
た
。

職
人
層
の
中
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
技
術
や

技
能
を
有
し
、
世
襲
を
前
提
と
し
な
が
ら
そ
の
専
門
技
術
や
技
能
が
継
承
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

最
底
辺
の
階
層
を
構
成
し
て
い
た
非
人
・
河
原
者
も
そ
の
職
能
や
技
術
に
よ

っ
て
中
世
奈
良
に
生
計
を
立
て
て
い
た
存
在
で
あ
っ
た
。
身
分
差
別
や
中
世
社

会
の
実
態
を
把
え
る
上
で
、
職
人
の
形
態
把
握
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
今
後
の
研
究
の
進
展
に
期
待
し
た
い
。

註（
１
）
『
七
十
一
番
職
人
歌
合
』
は
、
自
ら
を
職
人
に
仮
託
し
て
左
右
に
分
れ
て
歌
を
競

い
、
判
を
下
す
と
い
う
物
合
形
式
を
と
る
。
作
者
は
飛
鳥
井
雅
康
な
ど
複
数
の
上
層

公
鑄
歌
人
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
頃
成
立
し
た
。
職
人
と

し
て
は
、
番
匠
・
鍛
冶
・
檜
物
師
・
油
売
・
土
器
造
・
琵
琶
法
師
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
、
当
時
の
職
人
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。『
群
書
類
従
』
本
な
ど
が
刊
行

さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
全
十
二
巻
、（
角
川
書
店
、
一
九
六
四
年
）

（
３
）
『
鹿
宛
日
録
』
全
六
巻
（
統
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
六
年
）

（
４
）
拙
稿
「『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
見
る
薪
猿
楽
関
連
資
料
の
検
討
」（『
大
乗
院
寺

社
雑
事
記
研
究
論
集
』
第
三
巻
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）

（
５
）
小
熊
譲
氏
「
中
世
後
期
に
お
け
る
奈
良
の
盲
人
に
つ
い
て
―
『
大
乗
院
寺
社
雑
事

記
』
を
中
心
に
―
」（『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
研
究
論
集
』
第
二
巻
、
和
泉
書
院
、
二

〇
〇
三
年
）

（
６
）
前
掲
註
（
１
）
参
照
。
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